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令和３年第２回中頓別町議会定例会会議録

〇議事日程（第１号）

令和３年６月１７日（木曜日） 午前 ９時３０分開会

第 １ 会議録署名議員の指名

第 ２ 議会運営委員会報告

第 ３ 会期の決定

第 ４ 諸般の報告

第 ５ 行政報告

第 ６ 報告第 １号 令和２年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

て

第 ７ 報告第 ２号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告について

第 ８ 同意第 ２号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについ

て

第 ９ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度中頓別町一般

会計補正予算 令和３年３月１７日専決）

第１０ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町税条例の一部を

改正する条例 令和３年３月３１日専決）

第１１ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町国民健康保険税

条例の一部を改正する条例 令和３年３月３１日専決）

第１２ 一般質問

第１３ 議案第２６号 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定について

第１４ 議案第２７号 令和３年度中頓別町一般会計補正予算

第１５ 議案第２８号 令和３年度中頓別町水道事業特別会計補正予算

第１６ 議案第２９号 工事請負契約の締結について

第１７ 議案第３０号 物品売買契約の締結について

第１８ 発議第 ２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書（案）

第１９ 閉会中の継続調査申出について

〇出席議員（８名）

１番 髙 橋 憲 一 君 ２番 長谷川 克 弘 君

３番 西 浦 岩 雄 君 ４番 宮 崎 泰 宗 君

５番 東海林 繁 幸 君 ６番 星 川 三喜男 君
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７番 細 谷 久 雄 君 ８番 村 山 義 明 君

〇欠席議員（０名）

〇地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 小 林 生 吉 君

副 町 長 遠 藤 義 一 君

教 育 長 田 邊 彰 宏 君

総 務 課 長 小 林 嘉 仁 君

総 務 課 参 事 笹 原 等 君

総 務 課 参 事 野 田 繁 実 君

総 務 課 主 幹 市 本 功 一 君

総 務 課 主 幹 石 川 章 人 君

総 務 課 主 幹 矢 部 智 彦 君

産 業 課 参 事 永 田 剛 君

産 業 課 参 事 西 川 明 文 君

産 業 課 主 幹 北 村 哲 也 君

建 設 課 長 土 屋 順 一 君

建 設 課 主 幹 北 村 正 樹 君

建 設 課 主 幹 後 藤 晃 昭 君

保 健 福 祉 課 長 相 馬 正 志 君

保健福祉課参事 山 田 美緒子 君

保健福祉課主幹 西 巻 俊 英 君

教 育 次 長 工 藤 正 勝 君

教育委員会主幹 小 林 美 幸 君

国保病院事務長 長 尾 享 君

会 計 管 理 者 庵 日 鶴 君

認定こども園園長 相 座 豊 君

認定こども園副園長 大 島 朗 君

自 動 車 学 校 長 山 田 和 志 君

〇職務のため出席した事務局職員

議 会 事 務 局 長 今 野 真 二 君

議会事務局書記 田 辺 めぐみ 君
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◎議長の挨拶

〇議長（村山義明君） おはようございます。令和３年第２回中頓別町議会定例会に議員

全員のご出席を賜り厚くお礼申し上げます。

現在、北海道において新型コロナウイルス感染の緊急事態宣言中であり、引き続きの感

染対策におきまして、町民の皆様には、ご理解、ご協力をいただいているところです。議

会においても、引き続きマスクの着用、手の消毒などの感染対策に努めていただきたいと

思いますので、ご協力をよろしくお願いします。

◎開会の宣告

〇議長（村山義明君） ただいまから令和３年第２回中頓別町議会定例会を開会いたしま

す。

（午前 ９時３０分）

◎開議の宣告

〇議長（村山義明君） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程については、お手元に配付した議事日程第１号のとおりです。

◎会議録署名議員の指名

〇議長（村山義明君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員につきましては、会議規則第１２５条の規定により、１番、髙橋さん、

２番、長谷川さんを指名します。

◎議会運営委員会報告

〇議長（村山義明君） 日程第２、議会運営委員会報告を行います。

議会運営委員会委員長の報告を求めます。

長谷川さん。

〇議会運営委員長（長谷川克弘君） おはようございます。よろしくお願いします。それ

では、議会運営委員会委員長報告をいたします。

令和３年第２回中頓別町議会定例会の運営に関し、６月２日、６月７日及び６月１４日

に議会運営委員会を開催したので、その内容を報告いたします。

１、会期について、本定例会の会期は本日６月１７日から６月２１日までの５日間とす

る。なお、会議に付された事件が全て終了した場合は、会議規則第７条の規定により、会

期を残し、閉会する。

２、本日の議事日程は、議事日程第１号のとおりである。

３、一般質問について、通告期限内に通告したのは５議員である。一部重複する可能性

があるので、後から質問する議員は答弁の重複が生じないよう注意願いたい。
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４、町長提出議案の取扱いについて、全議案本会議で審議する。

５、意見書について、林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書（案）は、私から発議します。

６、閉会中の郵送陳情などの取扱いについて、全議員に写しを配付する措置を取り、議

長預かりとした。

７、テレビ中継について、本日の会議開始から一般質問終了時まで、役場町民ホールと

町民センターに設置されたテレビに議場から中継を行う。

以上で議会運営委員会委員長報告を終わります。

◎会期の決定

〇議長（村山義明君） 日程第３、会期の決定の件を議題とします。

お諮りいたします。本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員会報告のとおり、本日

６月１７日から６月２１日までの５日間としたいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は本日６月１７日から６月２１日までの５日間とすることに決

定しました。

◎諸般の報告

〇議長（村山義明君） 日程第４、諸般の報告を行います。

議長一般報告及び監査委員の例月出納検査報告につきましては、お手元に印刷配付のと

おりでございますので、御覧の上、ご了承願います。

南宗谷消防組合議会報告は、組合議員からいたさせます。

長谷川さん。

〇２番（長谷川克弘君） それでは、南宗谷消防組合議会報告をいたします。

令和３年６月１７日、中頓別町議会議長、村山義明様。

南宗谷消防組合議員、東海林繁幸、長谷川克弘。

南宗谷消防組合議会報告。

このたび、南宗谷消防組合議会が招集されたので、その結果を次のとおり報告いたしま

す。

１、会議名、令和３年第１回南宗谷消防組合議会定例会。

２、日時、令和３年３月１９日（会期１日）午前１０時００分開議。

３、場所、南宗谷消防組合消防庁舎コミュニティ消防センター（枝幸町）。

４、出席議員、東海林議員、長谷川議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、報告第１号 監査委員報告について、月例監
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査の結果、南宗谷消防組合会計の令和２年１１月分から令和３年１月分について適正と認

める報告があり、議案第１号 令和２年度南宗谷消防組合会計補正予算については、歳入

歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１，４２６万３，０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７億５，７７９万６，０００円とし、原案どおり可決された。

議案第２号 令和３年度南宗谷消防組合会計予算については、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ６億５，３２５万６，０００円と定め、原案どおり可決された。

以上、報告申し上げます。

〇議長（村山義明君） 南宗谷衛生施設組合議会報告は、組合議員からいたさせます。

髙橋さん。

〇１番（髙橋憲一君） おはようございます。それでは、南宗谷衛生施設組合議会報告を

いたしたいと思います。

令和３年６月１７日、中頓別町議会議長、村山義明様。

南宗谷衛生施設組合議員、宮崎泰宗、髙橋憲一。

南宗谷衛生施設組合議会報告。

このたび、南宗谷衛生施設組合議会が招集されたので、その結果を次のとおり報告いた

します。

１、会議名、令和３年第１回南宗谷衛生施設組合議会定例会。

２、日時、令和３年３月１９日（会期１日）午後２時００分開議。

３、場所、南宗谷汚泥再生処理施設会議室（浜頓別町）。

４、出席議員、宮崎議員、髙橋議員。

５、会議結果、議事日程のとおり進行し、報告第１号では監査委員報告があり、令和２

年８月から令和３年１月までの例月検査が適正であると報告された。議案第１号では令和

２年度南宗谷衛生施設組合一般会計補正予算（第１号）が提案され、歳出では汚泥再生処

理施設費で１，４１５万４，０００円、廃棄物処理施設費で７００万円をそれぞれ減額し、

歳入負担金で歳出合計同額の２，１１５万４，０００円が減額され、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ４億９，８８４万６，０００円とし、原案どおり可決した。議案第２

号では令和３年度南宗谷衛生施設組合一般会計予算が提案され、歳入歳出予算の総額を前

年度対比で１，４００万円減の歳入歳出それぞれ５億６００万円とし、原案どおり可決さ

れ閉会しました。

以上です。

〇議長（村山義明君） これにて諸般の報告は終了しました。

◎行政報告

〇議長（村山義明君） 日程第５、行政報告を行います。

町長から報告の申出がありますので、これを許します。

町長。
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〇町長（小林生吉君） おはようございます。定例会に全議員のご出席を賜り、審議をい

ただきますことに対して心からお礼を申し上げたいと思います。

私のほうから４点ほど行政報告をさせていただきたいと思います。１点目は、令和２年

国勢調査結果についてであります。

日本国内に住む全ての人と世帯を対象とする国の最も重要な統計調査で、統計法に基づ

き５年に一度実施される国勢調査の速報値が北海道より発表されました。当町においては、

人口総数が１，６３８人、世帯総数が７７４世帯となりました。人口総数では前回の平成

２７年調査から１１９人の減で、減少率が６．８％、世帯総数では１世帯の減で、減少率

０．１％となったところです。

２点目は、天北地域生活交通確保対策協議会の取組についてであります。

平成元年にＪＲ天北線が廃止されて以降、沿線自治体による協議会での調整のもと、宗

谷バス株式会社の運営により路線バスが運行されてきました。本路線は、沿線自治体住民

の生活に密着した重要な路線であり、持続可能なものとすべくこれまで様々な取り組みや

ダイヤ改正等を行ってきましたが、人口の減少、マイカー利用率の増加、ＪＲのダイヤ改

正による接続の不便さや生活交通路線として国庫補助金の対象外となったことに加え、新

型コロナウイルス感染症の影響により自治体負担が過去最大という状況になりました。こ

のような状況から、天北宗谷岬線を現状のまま維持していくことは財政的にも厳しい状況

にあることから、各市町村の交通需要に応じた交通サービスをそれぞれの自治体で支える

体制へ移行するということも視野に入れ、この間関係市町村の実務者による協議を重ねて

まいりました。先月行われました協議会の定期総会においては、現行の路線バスでの継続

運行も含めて、区間を区切って交通ニーズに応じた新たな交通体系構築の協議・検討を進

めていくことが確認されたところです。今後は新たな体制の構築を令和４年１０月を目標

にそれぞれ隣接する市町村間（①稚内市～猿払村間、②猿払村～浜頓別町間、③浜頓別町

～中頓別町～音威子府村間）での協議・検討を進め、協議会全体での情報共有と意見交換

を進めていくことが決議されました。

３点目は、中頓別町国民健康保険病院の院長の交代についてであります。

令和２年１２月２日から中頓別町国民健康保険病院で勤務されていた長島弘院長より一

身上の都合により退職したい旨の申出があり、受理することといたしました。この間町民

の皆様をはじめ多くの患者様にご迷惑とご不安をおかけいたし、大変申し訳なく思ってお

ります。なお、後任につきましては依頼しておりました岩隈勉医師より院長就任の快諾を

いただき、すでに診療にあたっていただいております。岩隈医師につきましては５月２５

日の着任、年齢は８４歳、専門科目、脳神経外科ということでありまして、岩隈医師と出

張の先生とでの診療体制を構築しているという状況であります。既に申し上げたところで

もありますけれども、重ねてこの医師確保に関する私の責任は大変大きいというふうに感

じておりますので、一日も早く安定した医師２名体制を構築すべく努力をしてまいりたい

と思います。大変町民の皆さん、議会の皆様にご迷惑をおかけしていることに対して深く
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おわびを申し上げたいというふうに思います。

４点目は、新型コロナウイルス感染症対策についてであります。

新型コロナウイルス感染拡大により５月１６日から３１日までの間北海道に対して「緊

急事態宣言」が発令されましたが、道内の感染者数の増加傾向が続き、感染者の急増に伴

い全道的に医療提供体制のひっ迫状況が継続していることにより、６月２０日まで延長に

なったところです。緊急事態宣言発令に伴い、本町では感染拡大防止の観点から町内の公

共施設の休館や町主催の事業を中止または延期などの措置を行いました。また、折り込み

チラシ、防災無線を活用し、町内放送などで周知啓発を努めてきました。

５月８日には本町で初めての新型コロナウイルス感染がありました。感染者本人やご家

族が誹謗中傷や心無い批判で辛い思いをされないようにご本人了解のもと、全町民に報告

をさせていただいたところです。誰もがコロナウイルスに感染する可能性があり、感染し

たからといって非難されるべきものではありません。町としては常に新しい情報に注視し

つつ、出来るだけ早い段階で町民の皆様への情報提供や対応に努めていきたいと考えてい

ます。

次に、新型コロナワクチン接種についてです。ワクチン接種は個別接種と集団接種の併

用にて行い、個別接種は平日の１６時から国保病院で実施し、集団接種は保健センターを

会場に土曜日、日曜日で実施してきております。個別接種では高齢者施設等の入所者の接

種について集団接種での対応が困難であることから、優先的に個別接種を実施してきてお

ります。また、集団接種日に都合がつかない方には、国保病院での個別接種での対応に取

り組んでいます。集団接種では５月８日から６５歳以上の高齢者を対象に集団接種を開始

しました。現在の状況で６５歳以上の高齢者５１６人、高齢者のうちの７６．４％が１回

目又は２回目の接種を終えております。次に、基礎疾患のある方、６０歳から６４歳の方

の順で優先的に接種の予約を開始し、１回目の接種はあさって６月１９日から集団接種と

して行う予定であります。その後は１６歳以上の町民を対象に６月２６日から集団接種を

行う予定ですが、接種を希望される町民の皆様が７月末までに２回目の接種を終了できる

ように調整を図っております。

ワクチン接種につきましては国の基準に従い、町民の皆様に不公平感や不利益が生じな

いように実施してきております。また、接種会場でのミスや事故など起こさないように医

療従事者との連携を図りながら進めているところです。町民の皆様にはコロナウイルス感

染のリスクを少しでも減らし、安心していただけるよう全力で取り組んでまいります。

なお、若干補足させていただきますけれども、今全町民にクーポン券を配って、申込み

も受け付けているところでありますけれども、昨日までの申込み状況としまして、接種を

終わらせた方も含めて７６．６％という数字に達しております。

以上、ご報告をさせていただきたいと思います。

あと、経緯等の詳細については別紙をご参照いただければと思います。

以上です。
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〇議長（村山義明君） ただいまの行政報告について質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認めます。

引き続き教育長から教育行政報告の申出がありますので、これを許します。

教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 教育行政報告をさせていただきます。

令和３年度「中学生ハワイ英語研修」事業の中止についてでございます。

新型コロナウイルスの感染拡大の状況がみられるなか北海道にも緊急事態宣言が発令さ

れています。強い防止対策を行うことが求められています。ハワイ州の感染状況は、これ

は４月末の時点でございますけれども、「第３段階」、ハワイの場合は数字が大きくなる、

４段階まであるのですけれども、４になると正常の活動に近いという状況で、いいほうか

ら２番目の状況でした。現在はもう少し緩和されているかもしれませんが、これは４月末

の状況です。「第３段階」であり、団体による行動に制限が課されています。航空機や宿

泊の手配、ホームスティ宅の確保や感染症対策等に不安があります。仮に無事に帰国して

ＰＣＲ検査を受けて陰性であっても２週間の待機（行動制限）、健康状態や生活場所の報

告が課せられ、日常生活や授業への影響が懸念されます。これらのことから、令和３年度

の「中学生ハワイ英語研修」事業は中止いたします。今後の新型コロナ感染症の収束状況

によりますが、代替措置として３年生を対象とした「イングリッシュキャンプ（２泊３日

程度）」を実施することを検討します。

「中学生ハワイ英語研修」は２年連続して中止となりましたが、この事業は継続したい

と考えています。ワクチン接種により新型コロナウイルス感染症が収束することを期待す

るとともに、令和４年度の新中学２・３年生、新高校１年生も対象とした「中学生ハワイ

英語研修」を検討していまいります。

〇議長（村山義明君） ただいまの教育行政報告について質疑はございませんか。

西浦さん。

〇３番（西浦岩雄君） １つだけちょっと伺います。

最後のほうに新中学２、３年生、新高校１年生も対象としたって高校生になってからも

ということですか。

〇議長（村山義明君） 教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） その部分については様々なご意見等はあろうかと思うのですけ

れども、私の個人的な思いとしては今年行けなかった来年高校１年生になる子供たちにも

その可能性とチャンスは確認させていただきたいというふうに考えております。

〇議長（村山義明君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、これで行政報告は終了しました。
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◎報告第１号

〇議長（村山義明君） 日程第６、報告第１号 令和２年度中頓別町一般会計繰越明許費

繰越計算書の報告を行います。

提出者の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第１号 令和２年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書

の報告について、総務課、笹原参事から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） おはようございます。よろしくお願いいたします。それで

は、報告第１号 令和２年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告についてご報

告申し上げます。

議案の１ページをお開き願います。報告第１号 令和２年度中頓別町一般会計繰越明許

費繰越計算書の報告について。

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和２年度中頓別町一般会計繰越明

許費繰越計算書を次のように報告する。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

２ページをお開き願います。令和２年度中頓別町一般会計繰越明許費繰越計算書。今回

報告の事業につきましては、令和２年度に議決されました予算事業５件を金額、財源内訳

のとおり令和３年度に繰り越して執行するものでございます。２款総務費、１項総務管理

費、事業名、高速ネットワーク通信環境整備推進事業１億６，３４３万４，０００円、事

業名、地方創生臨時交付金事業１９５万６，０００円、６款農林水産業費、１項農業費、

事業名、草地整備型公共牧場整備事業２，７５０万円、８款土木費、１項住宅管理費、事

業名、公営住宅維持管理事業３１万２，０００円、２項住宅建設費、事業名、危険廃屋解

体撤去助成事業５６万円、いずれも令和３年第１回定例会において議決をいただいている

ところでございます。

繰越明許費の総額は１億９，３７６万２，０００円、財源内訳は、収入特定財源８７万

２，０００円、国、道支出金８，３８０万１，０００円、町債９，１２０万円、その他特

定財源１，７８７万５，０００円、一般財源１万４，０００円となっております。

以上、簡単ではございますが、繰越明許費繰越計算書の報告とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これにて本件は報告済みといた

します。

ここで暫時休憩します。

休憩 午前 ９時５６分
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再開 午前１０時０２分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

◎報告第２号

〇議長（村山義明君） 日程第７、報告第２号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告

を行います。

提出者の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 報告第２号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告について、

遠藤副町長から報告をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 遠藤副町長。

〇副町長（遠藤義一君） おはようございます。よろしくお願いします。

報告第２号 有限会社中頓別振興公社の経営状況報告について。

地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、有限会社中頓別振興公社の経営状況

を別紙のとおり報告する。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

同公社の第２６回定時株主総会は５月２０日、新型コロナウイルス感染症による国の緊

急事態宣言、北海道並びに中頓別町による感染拡大防止対策を受け、会社法第３１９条の

規定により、書面議決によりまして開催され、第１号議案から第３号議案まで全て承認さ

れましたので、経営状況の概略を報告いたしたいと思います。内容に関しましては、配付

させていただきました令和３年度第２６回定時株主総会議案を御覧いただきたいと思いま

す。

それでは、第１号議案から説明をさせていただきます。７ページを御覧ください。第１

号議案、令和２年度事業決算報告書承認の件については、令和２年度事業決算報告書の貸

借対照表、損益計算書、剰余金処分計算書、株主資本等変動計算書、監査報告書の全てが

承認をされました。この内容につきましては、１０ページから２２ページに詳細が記載さ

れております。

まず、９ページを御覧ください。令和２年度事業報告ですが、各受託施設につきまして

は寿公園、パークゴルフ場、ゴルフ練習場とも新型コロナウイルス感染の影響から半月遅

れでのオープンを余儀なくされ、密集を避けるためパークゴルフ場管理棟内での休憩の禁

止や各種大会を中止するなど感染予防対策を行いながらの運営となりました。

寿スキー場においても来場者には使用者名簿の提出や検温、マスクの着用、手指消毒の

徹底をお願いしながらの営業となりました。リフト使用料では前年度比で３９万７，００

０円の減収となりましたが、リフト運送人員につきましては、前年度比２，２３１人増と

なったところであります。
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鍾乳洞自然ふれあい公園につきましては、芝桜の補植を計画的に行い、キバナコスモス

の花畑の整備を行うなど園内環境整備に努めてきたところであります。遊歩道の木橋等が

老朽化しており、安全に利用できるように修繕を行ってきました。

有害鳥獣処理施設業務につきましては５年目となり、菌床の維持管理や処理作業も順調

に推移し、５００頭の処理を行うことができました。実質は１頭回収不能ということにな

りまして、実質４９９頭ということになっております。令和３年度におきましても各施設

の安全管理と経費の節減を図りながら健全な公社運営に努めてまいりたいということを総

括として記載をしたところであります。

１２ページを御覧ください。総合損益明細書で決算の概略をご報告いたします。まず、

寿レクリエーション施設業務では、寿公園の指定管理料２，４１１万円のほか、事業収入

としてリフト使用料３２３万７，９１０円、パークゴルフ場利用料２８万３，８００円、

テニスコートの利用料１万５，４００円を合わせて３５３万７，１１０円、雑収入として

スキーレンタル料等２１万３，０００円を加えまして、収入合計が２，７８６万１１０円

となっております。支出につきましては、代表取締役の役員報酬１８０万円のほか、職員

３名の給与、手当、２名の賃金のほか、修繕費で芝刈り機等作業機の修繕料で約９２万円、

公園、牧場フェンスの取替え費として約２４万円、リフト整備費として約１８万円、圧雪

車修繕整備で約１７万円、その他関連施設等の修繕費で約７４万円を含めて、支出総額は

２，７６１万９，１７０円となりました。営業利益は２４万９４０円となったところであ

ります。

一般廃棄物処理施設業務では、町からのごみ収集委託料３，４３９万８，１００円と雑

収入として廃家電運搬券販売手数料５万８２０円を合わせ、収入合計が３，４４４万８，

９２０円であります。支出は、職員４名の給与、手当、１名の賃金のほか、ごみ処理施設

の光熱水費、燃料費、修繕費等で３，３２２万６，８１７円となりました。特に今年度は

修繕費で車両車検整備修繕費で約６４万円、汚泥放流ゲート修繕で約３３万円、調整池ブ

ロア分解整備費として約７５万円、汚泥清掃費として３２万円、破砕棟のシャッター修繕

費で約２５万円を支出しています。営業利益は１２２万２，１０３円となったところであ

ります。

鍾乳洞自然ふれあい公園業務では、町からの指定管理料４６８万円で、支出につきまし

てもその多くが臨時職員２名の人件費で、その他光熱水費、燃料費、修繕費で支出合計が

４４８万５１円となり、営業利益は１９万９，９４９円となったところであります。当該

年度も遊歩道における木橋の修繕を実施しましたが、年々傷みがひどくなり、箇所も多く

なっているところであります。

国保病院の管理清掃業務は、町からの委託料収入で３７４万６，０００円となっており、

支出は人件費が主なもので臨時職員２名の賃金等で３７４万６，０００円となり、営業利

益はございません。

有害鳥獣処理施設業務は、町からの委託料収入で６９９万５，１８８円となり、支出に
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つきましては２名の臨時職員に関する人件費や施設の光熱水費、燃料のほか菌床の管理委

託料で、収入と同額の６９９万５，１８８円で、営業利益は生じておりません。今年度の

処理頭数は、先ほど申しましたが、鹿の処理頭数４９９頭で、業務回収の頭数については

２８２頭、ハンターが自主回収した２１７頭、合わせて４９９頭となったところでありま

す。このほかアライグマ２８７頭、熊９頭、事故鹿６頭、キツネ、タヌキ等６頭となって

いるところであります。

食堂業務は、振興公社の自主事業で、収入はスキー場ロッジ食堂売上げ１９０万６，１

５８円と、事業収入として公園遊具貸出料、ゴルフ練習場球貸出料等で７５万１，５００

円、雑収入として自動販売機の売上げ手数料７万９，３１７円で、収入合計が２７３万６，

９７５円となっております。支出はパートの賃金、食材の商品仕入れ費などで支出合計が

２５０万９，４３６円となり、２２万７，５３９円の営業利益となったところであります。

以上の結果、営業損益は営業収益８，０４６万７，１９３円、事業費７，８５７万６，

６６２円を差し引き、１８９万５３１円が営業利益となったところであります。営業外損

益では、営業外収入として預金利息１，５１９円で、経常利益は１８９万２，０５０円と

なりました。特別損益はございません。経常利益から特別損益を差し引いた１８９万２，

０５０円が税引き前当期利益となり、法人税、法人道民税及び事業税４９万１，６３０円

を差し引き、差引き当期純利益は１４０万４２０円となったところであります。

１４ページを御覧ください。１４ページ、剰余金処分計算書でございますが、前期末の

剰余金６７５万８，１４８円から当期処分剰余金となる役員退職引当金への積立て１２万

円を引きまして、当期純利益１４０万４２０円を足して８０３万８，５６８円が後期繰越

利益剰余金となったところであります。

１５ページですが、株主資本等変動計算書では、前期末の純資産に先ほどの当期純利益

１４０万４２０円を当期変動額として加えまして、当期末の純資産合計を２，０６４万８，

５６８円としたところであります。

１６ページから２１ページまでが各事業における収支決算内容でありますので、後ほど

御覧いただければと思います。

２２ページですが、監査報告書が添付されております。

２３ページ、第２号議案、剰余金の処分の件につきましては、繰越利益剰余金より役員

退職金として積み立てることについて承認を求めるもので、減少する剰余金の項目及び金

額、繰越利益剰余金１２万円、増加する剰余金の項目及び金額は役員退職引当金１２万円

となっております。

２４ページですが、第３号議案、令和３年度事業予算の承認及び事業予算に変更が生じ

た場合取締役の協議に一任する件につきましては、２５ページから３１ページに登載され

た各事業の令和３年度予算の変更する場合、取締役の協議に一任することが了承されたと

ころであります。

以上、簡略ではありますが、第２６回定期株主総会で承認された有限会社中頓別振興公
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社の経営状況報告とさせていただきます。出資法人として経営上特に問題となるところは

認められませんでしたので、併せてご報告を申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これにて本件は報告済みといた

します。

◎同意第２号

〇議長（村山義明君） 日程第８、同意第２号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき

同意を求める件を議題とします。

本件に関係のある相座こども園園長においてはご退席を願います。

（相座認定こども園園長 退席）

〇議長（村山義明君） 提出者の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 同意第２号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき同意を求め

ることについて。

下記の者を中頓別町教育委員会教育長に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求める。

氏名につきましては相座豊。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

まず、現田邊教育長につきましては、２期６年にわたりましてこれまでにない新しい本

町の教育の推進に当たっていただいたところでありますけれども、ご本人の申出もあり、

今期をもっての退任ということになりました。代わりに現こども園園長の相座豊を教育長

として任命したいということでの提案でございます。相座現園長につきましては、裏面に

略歴を記載しておりますけれども、北海道教育大学教育学部旭川分校を卒業された後、宗

谷管内における教員としての活動を経て、平成２０年の猿払村知来別小学校の校長から最

後、幌延町立幌延中学校の校長、４校における校長を歴任された後、定年退職後本町の認

定こども園の園長として勤務をしてもらっているところであります。ご承知のとおり、教

育者としての高いキャリア、そして将来の教育をつくり上げていく強い思い、そして構想

力をお持ちの方であります。これ以上ないふさわしい方であるというふうに認識をしてお

ります。ぜひご同意を賜りますようにお願いを申し上げたいと思います。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより同意第２号を採決しま
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す。

この採決は起立によって行います。

お諮りします。同意第２号は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

〇議長（村山義明君） 起立多数です。

よって、同意第２号 中頓別町教育委員会教育長の任命につき同意を求める件は同意す

ることに決定しました。

暫時休憩します。

休憩 午前１０時２０分

再開 午前１０時２２分

（相座認定こども園園長 着席）

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を続けます。

◎承認第２号

〇議長（村山義明君） 日程第９、承認第２号 専決処分の承認を求める件（令和２年度

中頓別町一般会計補正予算 令和３年３月１７日専決）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度

中頓別町一般会計補正予算 令和３年３月１７日専決）につきまして、笹原総務課参事か

ら説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） それでは、承認第２号 専決処分の承認を求めることにつ

いてご説明申し上げます。

議案の３４ページをお開き願います。承認第２号 専決処分の承認を求めることについ

て。

地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し議会への承認を求める。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

３５ページをお開き願います。専決処分書。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和３年３月１７日、中頓別町長。

１、令和２年度中頓別町一般会計補正予算。

それでは、補正予算の内容についてご説明いたします。専決の理由につきましてでござ
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いますけれども、別途配付してございます教育委員会所管事業補正予算説明資料、令和２

年度専決処分関係を併せて御覧いただきたいと思いますが、中頓別中学校の校舎屋根に設

置しております集合煙突が落雪とともに倒壊したほか、一部教室の窓ガラスや窓枠を破損

したもので、安全上落下しかけている煙突を早急に撤去する必要があったことから、計上

したものでございます。

議案の３７ページをお開き願います。令和２年度中頓別町一般会計補正予算。

令和２年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１万７，０００円を追

加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ４２億２７１万９，０００円とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。４６ページをお開き願います。１０款教育

費、３項中学校費、１目学校管理では、既定額に５１万７，０００円を追加し、１，７６

９万５，０００円とするもので、中学校施設維持管理事業、１０節需用費に集合煙突撤去

及び窓ガラス修繕に要する費用として同額を計上するものでございます。

４２ページにお戻り願います。歳出合計、既定額に５１万７，０００円を追加し、４２

億２７１万９，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明をいたします。４４ページをお開き願います。１７款

繰入金、１項基金繰入金、６目公共施設整備等基金繰入金では、既定額に５１万７，００

０円を追加し、７，３９９万円とするもので、１節公共施設整備等基金繰入金に同額を計

上。歳出の修繕費に充当する財源として繰り入れるものでございます。

４０ページにお戻りください。歳入合計、既定額に５１万７，０００円を追加し、４２

億２７１万９，０００円とし、歳入歳出のバランスを取っております。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより承認第２号を採決しま

す。

お諮りします。本件は承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、承認第２号 専決処分の承認を求める件（令和２年度中頓別町一般会計補正予

算 令和３年３月１７日専決）は承認することに決しました。
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◎承認第３号

〇議長（村山義明君） 日程第１０、承認第３号 専決処分の承認を求める件（中頓別町

税条例の一部を改正する条例 令和３年３月３１日専決）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町税

条例の一部を改正する条例 令和３年３月３１日専決）につきまして、小林総務課長から

内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。

〇総務課長（小林嘉仁君） よろしくお願いいたします。承認第３号 専決処分の承認を

求めることについてをご説明申し上げます。

４８ページをお開き願います。承認第３号 専決処分の承認を求めることについて。

地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し議会への承認を求める。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

４９ページをお開き願います。専決処分書。

地方自治法第１７９条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和３年３月３１日提出、中頓別町長。

１、中頓別町税条例の一部を改正する条例。

改正の要旨をご説明申し上げます。６８ページをお開き願います。改正の要旨、地方税

法等の一部を改正する法律（令和３年法律第７号）、地方税法施行令等の一部を改正する

政令（令和３年政令第１０７号）、地方税法施行令の一部を改正する政令（令和３年政令

第１０８号）、地方税法施行規則等の一部を改正する省令（令和３年総務省令第３４号）

及び地方税法施行規則の一部を改正する省令（令和３年総務省令第３５号）は令和３年３

月３１日にそれぞれ公布され、原則として同年４月１日から施行されたことによる改正で

ございます。

地方税法改正に伴い、次の事項を改正するものです。１、住民税関係、給与所得者の扶

養親族申告書、公的年金等受給者の扶養親族申告書及び退職所得申告書について、これら

の申告書の提出の際に経由すべきものが電磁的方法によるこれらの申告書に記載すべき事

項の提供を適正に受けることができる措置を講じていることなど一定の要件を満たす場合

には、これらの申告書に記載すべき事項を電磁的方法により提供することができることと

するなどの措置を講ずると。

２、軽自動車税関係、環境性能割について、法律改正による法の引用条項の改正及び規

定の整備を行うとともに、非課税措置の適用期間の延長及び種別割の税率の特例、賦課徴

収の特例による規定の整備を行うものでございます。
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３でございます。固定資産税関係、固定資産税の課税標準の特例割合について法律改正

による規定の整備を行うとともに、経過措置の延長を行うものでございます。

４、その他、新型コロナウイルス感染症等に係る住宅借入金等特別税額控除の特例につ

いて適用期限を延長する改正による項の新設を行うものでございます。

この後の６９ページ及び７０ページに関しましては条例の各項に関わる改正概要が記載

されてございますので、ご参照願えればと思います。

続きまして、改正の内容を新旧対照表により簡潔にご説明申し上げます。なお、別に税

条例一部改正に関わる説明資料を配付してございますので、ご用意願えればというふうに

思います。５５ページをお開き願います。第３６条の３の２及び第３６条の３の３につき

ましては、省令で定められた電磁的申告としての一定の要件についての適用条項を定め、

５６ページの第５３条の９の退職所得手当につきましても第３項及び第４項を追加して、

同様に準用する適用条項を定めました。給与所得者の扶養親族申告書、公的年金等受給者

の扶養親族申告書及び退職所得申告書について一定の要件を満たす場合には申告書に記載

すべき事項を電磁的方法により提供することができることとした改正でございます。

第５３条の８第１項第１号は、文言の修正でございます。別に配付してございました資

料の２ページ、４、納税環境整備をご参照願えればというふうに思います。

続きまして、５７ページをお開き願います。第８１条の４では軽自動車税の環境性能割

について法律改正による法の引用条項の改廃及び規定の整備を行うとともに、飛びますが、

６３ページの附則第１５条の２から６７ページの附則第１６条の２まででは非課税措置の

期間を延長、また種別割の税率の特例措置も期間を延長するものであり、詳細は別に配付

してございます資料の１ページ、２、車体課税及び３ページ、自動車税、軽自動車税の環

境性能割の税率区分の見直し及び下段の種別割のグリーン化特例の見直しをご参照願えれ

ばというふうに思います。

５７ページにお戻り願います。附則第１０条の２では、地方自治体が独自に定めるもの

とされた固定資産税の課税標準の特例割合について法改正による規定の整備を行うもので

あり、そのうち現行の第３項の特別都市河川浸水被害対策法に関わる工事及び５９ページ

の第２４項の生産性向上特別措置法に関わる先端技術設備等の導入に関わる特例措置は項

の改廃に基づき削除し、以下条項を繰り上げてございます。

５９ページを御覧ください。第１１条の２では土地、６０ページ、第１２条では宅地及

び商業地、６２ページ、第１３条では農地に関わる固定資産税の下落修正を行う負担調整

措置を令和３年度から令和５年度までの間現行のまま継続、また新型コロナウイルス感染

症による環境変化を踏まえ、令和３年度に限り課税標準額が増加する場合の据置き措置な

どを規定するもので、詳細につきましては別に配付してございます資料の１ページ、１、

固定資産税等をご参照願います。

６７ページをお開き願います。附則第２５条では、新型コロナウイルス感染症等に係る

住宅借入金等特別税額控除を控除期間１３年の特例期間を２年間延長、また居住要件を１
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年間延長し、令和４年とするものでございます。詳細につきましては、別配付資料の１ペ

ージ、３、個人住民税をご参照願います。

５３ページをお開き願います。中段、附則第１条、施行期日は令和３年４月１日から施

行する。

第２条では町民税に関する経過措置、第３条では固定資産税に関する経過措置、５４ペ

ージの第４条では軽自動車税の経過措置を規定してございます。

以上、簡単ですが、ご説明申し上げました。よろしくご審議いただきますようお願い申

し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより承認第３号を採決しま

す。

お諮りします。本件は承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、承認第３号 専決処分の承認を求める件（中頓別町税条例の一部を改正する条

例 令和３年３月３１日専決）は承認することに決しました。

◎承認第４号

〇議長（村山義明君） 日程第１１、承認第４号 専決処分の承認を求める件（中頓別町

国民健康保険税条例の一部を改正する条例 令和３年３月３１日専決）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて（中頓別町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例 令和３年３月３１日専決）につきまして、相馬

保健福祉課長から説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 相馬保健福祉課長。

〇保健福祉課長（相馬正志君） よろしくお願いいたします。議案７１ページをお開き願

います。承認第４号 専決処分の承認を求めることについて。

地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定によりこれを報告し、承認を求める。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

７２ページをお開きください。専決処分書、地方自治法第１７９条第１項の規定により、

次のとおり専決処分する。
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令和３年３月３１日。

条例は、中頓別町国民健康保険税条例の一部を改正する条例でございます。

７６ページをお開き願います。改正の要旨でございます。令和３年１月１日施行の個人

所得税の見直し、給与所得控除や公的年金等控除から基礎控除へ１０万円の振替等に伴い、

国民健康保険税の減税について改正するものであります。

国民健康保険税の軽減判定基準の引上げについて、国保税の７割軽減と５割軽減と２割

軽減の判定所得の引上げについて、令和３年度から改正前、７割軽減の３３万円を４３万

円足す１０万円掛ける（給与所得者等の数引く１）に、改正前の５割軽減の３３万円足す

２８万５，０００円掛ける被保険者数を４３万円足す２８万５，０００円掛ける被保険者

数足す１０万円掛ける給与所得者数等の数引く１に、改正前の２割軽減の３３万円足す５

２万円掛ける被保険者数を４３万円足す５２万円掛ける被保険者数足す１０万円掛ける給

与所得者数の数引く１に引き上げるものであります。

７４ページにお戻りください。新旧対照表でご説明いたします。課税額、国民健康保険

税の減額、現行の第２３条第１項第１号中の「３３万円」を「４３万円（納税義務者並び

にその世帯に属する国民健康保険の被保険者及び特定同一世帯所属者のうち給与所得を有

する者（前年中に法第７０３条の５に規定する総所得金額に係る所得税法（昭和４０年法

律第３３号）第２８条第１項に規定する給与所得について同条第３項に規定する給与所得

控除額の控除を受けた者（同条第１項に規定する給与等の収入金額が５５万円を超えるも

のに限る。）をいう。以下この号において同じ。）の数及び公的年金等に係る所得を有す

る者（前年中に法第７０３条の５に規定する総所得金額に係る所得税法第３５条第３項に

規定する公的年金等に係る所得について同条第４項に規定する公的年金等控除額の控除を

受けた者（年齢６５歳未満の者にあっては当該公的年金等の収入金額が１１０万円を超え

るものに限る。）をいい、給与所得を有する者を除く。）の数の合計数（以下この条にお

いて「給与所得者等の数」という。）が２以上の場合にあっては、４３万円に当該給与所

得者等の数から１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を加算した金額）」に改め、現

行の同条第２号中「３３万円」を「４３万円（納税義務者並びにその世帯に属する国民健

康保険の被保険者及び特定同一世帯所属者のうち給与所得者等の数が２以上の場合にあっ

ては、４３万円に当該給与所得者等の数から１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を

加算した金額）」に改め、現行の同条第３号中の「３３万円」を、先ほど第２号で説明し

た改正内容と同じになりますが、「４３万円（納税義務者並びにその世帯に属する国民健

康保険の被保険者及び特定同一世帯所属者のうち給与所得者等の数が２以上の場合にあっ

ては、４３万円に当該給与所得者等の数から１を減じた数に１０万円を乗じて得た金額を

加算した金額）」に改めるものであります。

７３ページをお開き願います。下段の附則になります。附則、施行期日、第１条、この

条例は、令和３年４月１日から施行する。

適用区分、第２条、この条例による改正後の中頓別町国民健康保険税条例の規定は、令
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和３年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、令和２年度分までの国民健康保

険税については、なお従前の例による。

以上で、簡単ではありますが、ご説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお

願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより承認第４号を採決しま

す。

お諮りします。本件は承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、承認第４号 専決処分の承認を求める件（中頓別町国民健康保険税条例の一部

を改正する条例 令和３年３月３１日専決）は承認することに決しました。

ここで暫時休憩します。

休憩 午前１０時４６分

再開 午前１１時００分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎一般質問

〇議長（村山義明君） 日程第１２、一般質問を行います。

本定例会では５名の議員から一般質問の通告がありました。

順番に発言を許します。

受付番号１、議席番号７番、細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） 皆さん、おはようございます。受付番号１番、議席番号７番、細

谷でございます。それでは、議長のお許しをいただきましたので、令和３年第２回定例会

に当たりさきに通告いたしました１点の項目につきましてご質問をさせていただきます。

持続可能な開発目標、ＳＤＧｓについて教育長に伺いたいと思います。小学校では令和

２年度の４月から新学習指導要領が完全実施され、また令和３年度から中学校でも新学習

指導要領に基づいた教育活動が開始されました。新しい学習指導要領では、子供たちが持

続可能な社会の作り手となることを期待して、生きる力を育む教育がより一層求められる。

そこで、中頓別町の学校現場においてはこのような社会を生き抜く力を育む教育について

どのように取り組んでいるのか教育長にお伺いいたします。
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〇議長（村山義明君） 教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 細谷議員の質問に答弁させていただきます。

ＳＤＧｓは国際連合が２０３０年に向けた国際的な目標であり、持続可能な世界を実現

するための１７のゴール、１６９のターゲットから構成されています。この１７の目標を

達成するための教育としてＥＳＤ、持続可能な開発のための教育があります。端的に申し

上げますと、ＳＤＧｓは地域や社会、国や世界などが抱える様々な課題の解決に向けた目

標と取組をすること、ＥＳＤは社会や世界の様々な側面を総合的に学習する教育、持続可

能な社会の担い手を育むために地球規模の課題を自分のこととして捉え、その解決に向け

て自分で考え、行動を起こす力を身につけるための教育です。この２つを組み合わせたも

のがＥＳＤ―ＳＤＧｓと言われるものであり、地域や社会、国や世界の様々な課題解決に

向けてＥＳＤという教育において取り組むことを意味しています。新学習指導要領では、

よりよい学校教育を通じてよりよい社会をつくるという目標を共有し、社会と連携、協働

しながら未来の作り手となるために必要な資質、能力を育む社会に開かれた教育課程の実

現を目指す教育活動に取り組むことが求められています。私は、この取組がＳＤＧｓ、細

谷議員の質問の中にありますような生きる力、これを育む教育そのものであるというふう

に認識しているところでございます。小中学校とも教科学習、社会科では資源、理科では

気候変動等、総合的な学習の時間、ジェンダー、健康福祉、環境等、教科や学年の枠を超

えた活動を通して主体的、対話的、深い学びとして間接、直接に取り組んでいると認識し

ています。これらの教育活動を通して児童生徒がそれぞれの発達段階に応じた世界への目

を向け、問題を発見する力、必要な情報を自ら調べ選択する力、正解のない課題に立ち向

かう力等が育まれ、中頓別町の未来につながることを強く期待をしているところでござい

ます。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、ただいまのご答弁を伺いまして、再質問させていただ

きます。

教育長は社会に開かれた教育課程の実現を目指す教育活動に取り組むことがＳＤＧｓに

つながると認識しているようですが、文部科学省はＥＳＤを持続可能な社会づくりの担い

手を育む教育として表現しており、１つ、人格の発達や自立心、判断力、責任感などの人

間を育むこと、２つ目、他人との関係性、社会との関係性、自然環境との関係性を認識し、

関わり、つながりを尊重できる個人を育むこと、これらの２点が重要と言っていますが、

実際小中学校の子供たちにどのような形の授業、また行動を取ることが持続可能な社会づ

くりの担い手を育む教育なのか具体的に伺います。

また、新しい学習指導要領では、道徳を特別の教科として位置づけました。道徳はこれ

まで総合的な学習の授業でしたが、なぜ特別の教科になったのか、それもお伺いしたいと

思います。

〇議長（村山義明君） 教育長。
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〇教育長（田邊彰宏君） 最初のほうですけれども、具体的なＳＤＧｓの取組についてで

すけれども、細谷議員がお話しされた人格云々ということよりは、今具体的に小学校で取

り組んでいる事例についてお話をしますけれども、小学校の６年生が総合的な学習の時間

の中で今自分ができること、これを一人一人が課題として持っています。ごみであるとか

水であるとか自然環境、これらのことについて今も活動中でございますけれども、自分は

どのようなことができるのだろうか、目標を立てる、それを実際に具体的に行う、そして

こうだったということを、夏休み明け以降になろうかと思いますけれども、発表するとい

うようなことを考えています。もう一つの点を挙げれば、私が考えているＳＤＧｓという

のはここに来る前、学校にいたときにはユネスコスクール、これがＥＳＤの中心でした。

このユネスコスクールというのは何をやるかというのは、いわゆるＳＤＧｓの先取りのよ

うな形だったのですけれども、これをやらないかということで言われたことがあります。

ただ、それはやっていないのですけれども、一つ自分で考えているのは未来の中頓別町の

予想図というようなものを考えてくれると前向きになっていくのではないかなというふう

に思うのです。これは今私の思いで話をしますけれども、中頓別町の魅力を自分たちで発

見する、周りと比較してみる、さらにこの魅力を発展するためにはどうしたらいいだろう

か、それを討論する、それで一つの発表として持ってくる。これはまちづくりでやってい

るようなパターンと同じなのですけれども、子供の視点の中で未来予想図を考える、それ

を町の人に発表する。小学生の視点で考えて、小学生の視点の中でこのＳＤＧｓについて

考えていく、こういうような取組が一つあるのではないかなと思います。中頓別町の未来

完成予想図、こういうようなものを作成して、それができれば成人式等で自分たちはこん

なものを考えたのだと、では実際はどうなっているのだろう、そんなようなところまで発

展していただけるとかなりこの教育の効果は出てくると思います。ただ、その中で人格云

々ということなのですけれども、実際にそういうことをやることが大きく意義があると思

うのです。一人一人子供たち、小学校１年生から６年生まででは考え方もいろんなやり方

も違います。やっぱり発達段階に応じてそれぞれ成長していくものだと思います。小学校

のときに基礎をしっかりと身につけておくと、やはり中学校に行くとさらに発展してきま

す。さらに、高校というのは、これは同じパターンなのですけれども、私はこのような形

で考えております。

それから、もう一点、道徳をなぜ教科に入れたかということなのですけれども、これは

時代の趨勢だと思います。やはりコロナ禍で、道徳は今まで教科としては認められていな

かった。ここまで言うのは何かもしれませんけれども、高校は道徳というのは教科と特別

活動の中でやるのです。特にないのです。小学校、中学校は道徳の時間というのがありま

す。その中でやっているというところもあれば、ちょっと言葉が違うようなところもあっ

た。社会情勢が、やっぱり子供たちを取り巻く状況が我々大人としてあまり好ましくない

ような状況になっていった。その中で心を考える、自分を考える、相手を考える、集団を

考える、美しいもの、なくてはならないもの、かけがえのないもの等を考える、これをみ
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んなで考えていく。指導する教科として位置づけなければならないというような社会的な

情勢があったということで、道徳が教科になったというふうに私は理解をしています。現

在も道徳の授業は学校で行われています。特に道徳の授業について不平不満というのは聞

いていません。教科書のほうも順調に使って行われています。１つの課題が終わると２つ、

３つの質問項目があります。それを主体的、対話的、深い学びというような形で学んでい

くわけなのですけれども、いずれにしましても道徳の授業、子供たちが学ぶことによって

心の涵養というか、より適切な方向に子供たちが育ってくれているということを期待した

いと思っています。

以上でございます。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） それでは、最後に一言教育長にお伺いいたします。

長年の中頓別町の教育長としての勤務、お疲れさまでした。田邊教育長の出会いは、私

にとってはかけがえのない宝物、思い出となりました。本当にありがとうございました。

これからは江別に戻り、お孫さんと毎日楽しみながらいつまでも元気でいてほしいと私は

思います。教育長は今年の教育行政執行方針で子供は町の宝であり、学校はまちづくりの

礎、こども園、小中が施設整備を含めて一体的に取り組む一つの中頓別学園として英語力

と生きる力を一貫して学び、世界に貢献する人材を育てたいと考えていますと述べられま

した。今日をもちまして議会での私との一般質問のバトルは今日で終わりになりますが、

田邊教育長に伺います。中頓別の町、どうでしたか。そして、６年間子供たちと付き合っ

てどのように感じたのか、それを最後にお聞きして、私の一般質問を終わりたいと思いま

す。

〇議長（村山義明君） 教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 身に余るお言葉を頂戴しまして、大変ありがとうございます。

一番最後に話そうというふうに考えていたわけでございますけれども、細谷議員からは教

育に関わる一般質問をほとんどいただきまして、私として大変勉強する機会になったと深

くありがたく頂戴しているところでございます。中頓別町で６年間この職を務めさせてい

ただきました。正直申し上げて、教育長というのは私はどういうような職業か、職務なの

かはっきり分からないでこの職に就いた。その中でいろいろと教育長の職務について勉強

させていただきました。それは、やっぱり皆さんからの一般質問、これが一番の勉強の機

会でした。最初のこの答弁用紙があるときには問題ないのですけれども、やはり再質問、

再々質問でどのようなことが来るか、どのような質問が来るのだろうかというのを予想し

なければならない。これが一番の私の勉強の機会だったと思います。中頓別学園、英語力

と生きる力というふうに細谷議員は先ほどお話しされましたけれども、私としては体力、

森のこども園、これも入っているわけなのですけれども、この２つが大きな柱となって、

今相座園長が行っている森のこども園と英語で遊ぼう、これが小学校、中学校と核、柱に

なって伸びていく、これを目指しています。小学校も運動会で英語の障害があるようなこ
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とをちらっと聞きましたけれども、これは英語と体力がまさに一致したものではないかな

と思っています。それで、集大成としてハワイに行くことを考えているわけなのですけれ

ども、やはり英語というのはこれからの世界ではなくてはならないものだと思っています。

そんなこともあって、英語には力を入れなければならないということを子供たちのほうに

も間接的にやっているわけなのですけれども、愚痴を言えばやはり本町の教育方針を教員

がどこまで具体的に理解してくださっているのか、その部分については相座園長に今後い

ざないたいというふうに思っていますけれども、いささか不満もないわけではありません。

自分も放課後子どもプランと塾に携わっていました。正直申し上げて、一番楽しかった

のは放課後子どもプランで子供たちに勉強を教えているとき自分は先生だなと思いました。

今は英語もやっているし、国語もやっているし、社会もやっているし、算数もやっている

わけなのですけれども、その中でちょっと余談を言うのです。そのことが子供たちの見る

目がくっとこういうふうに来るのです。その瞬間が何ともたまらない。残すところあと２

回となりましたけれども、何かもっとやりたいなという気持ちはないわけではないのです

けれども、非常にやっぱり子供たちと一緒にいる時間というのはすごく楽しい時間でした。

そして、運動会、学芸会、昨年はほとんど行けなかったですけれども、やっぱりあの中で

一生懸命体を動かす、お父さんやお母さんの前で思いっ切りパフォーマンスをする、これ

に尽きるものはないと思います。塾のほうは相座園長、それから大島副園長でやっていま

すけれども、塾はちょっと形が変わるのですけれども、勘違いしてもらいたくないのは塾

で勉強の、学習の能力を上げようという考え方は私はあまり好きではないのです。やっぱ

り一番大切なのは授業なのです。そこで力をつけなければならないのです。そこではない

ような勉強をさせるのが塾なのですけれども、塾に行ったら勉強するのだろうというふう

に思っている方もおられるかもしれませんけれども、自分自身はやっぱり学校の授業が一

番大切なのだ、だから授業を一生懸命やってもらいたいと、そういうふうに思うのですけ

れども、ただ塾は塾で結構これも楽しい。子供たちは学校とは違う雰囲気で、我々３人で

やっているわけですけれども、何となく楽しそうな雰囲気もあります。今二十何人来てい

ますけれども、最初塾はどうだというふうに言われたときには講師がいないよと思ったら

自分でやるしかないのだということで、自分もやったわけですけれども、やっぱりこれも

楽しい。子供たちにいつも言っているわけではないですけれども、私が言われた言葉の中

で親孝行と勉強にし過ぎはない。ただ、親孝行しようと思ったときには……、勉強をやり

過ぎだと言われたことは一度もない。でも、子供たちにはいつも言っているわけですけれ

ども、とにもかくにも勉強して、ではそれが何になるのだということ、これを側面的に理

解させていきたいというふうには考えていたわけですけれども、まだそこまではいってい

ないかなというふうに思います。ただ、子供たち、英語の勉強しましたし、理科の勉強も

しますけれども、やはり知識として学校ではないような形で指導してもらうということに

対しては非常に楽しい時間になってくれたのではないかなというふうに勝手に思っている

ところでございます。
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ちょっと長くなりましたけれども、７月１日にこの町を離れたいと思いますけれども、

６年間この町で過ごさせていただきまして、非常に私にとっては住みやすい町でございま

した。ただ、一般質問で何が来るかという時間はつらい時間もありましたけれども、今と

なってはいろんな質問、まだ残っていますけれども、そんな思いでいっぱいであります。

とにもかくにもこの美しい自然というのはホルスタインが牧場で草を食べている風景、こ

れが私にとっては一番の印象でした。

それから、余談になりますけれども、私はピンネシリ山に１０１回登頂しました。これ

は、自分にとって一つの勲章だろうと思います。その中で熊の痕跡も十分に発見させてい

ただきました。

ということを申し上げまして、以上とさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 細谷さん。

〇７番（細谷久雄君） これで私の一般質問を終わりたいと思います。

〇議長（村山義明君） これで細谷さんの一般質問は終わりました。

引き続き、受付番号２、議席番号５番、東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 東海林です。１点質問させていただきます。

浴場黄金湯の経営支援について伺います。黄金湯は平成２３年、民間、いわゆる渡辺由

起子氏の経営で、渡辺氏の人柄により多くのボランティアに支えられ、今日に至っていま

す。ちなみに、令和２年、営業日数２７０日、利用者数、大人５，７６８名、子供３５８

名、１日平均利用者数２２．７名となっています。この施設の存続が経営者の大きな課題

となっていることが分かりましたので、この課題を調査したところ、次の４つほどが観点

として挙げられます。まず、施設設備の老朽化でございます。機械設備については、ほと

んど限界の状況だということです。２つ目には公衆浴場法施行条例の改正による厳格化で

ありますが、これは北海道公衆浴場法施行条例が厳格化されました。これは昨年でありま

す。このことによっていろんな規制が強化されたということも経営の悩みという形になり

ます。次、３つ目にはボランティアの高齢化とありますが、これはいわゆる燃料となるま

きの関係のボランティアでありますが、当時７０歳だった人も１０年たって当然８０歳に

なるわけで、そういった状況になって、なかなか動きが取れなくなったということです。

最後に、経営の困難性からくるモチベーションの低下、これが一番問題だと思っておりま

すが、以上のことから、今後の存続について大きな困難を抱えて苦慮しています。一方、

多くの町民は黄金湯の存続を望んでいます。公衆浴場としてだけでなく、まちづくり活動

の拠点としての期待することも大きく、この町にとってはなくてはならないものと考える

人たちも多くいます。町理事者として黄金湯のこれまでの評価、今後の存続についてどの

ように考えているかお伺いしたいと思います。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 東海林議員の銭湯黄金湯の経営支援についてのご質問にお答えし

たいと思います。
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町が一応閉鎖した銭湯、黄金湯を復活させたプロジェクトはコミュニティーレストラン

を含めて銭湯を核に小規模なスペースを多機能に活用し、町民の交流、高齢者の居場所づ

くり、障がいのある方の雇用などの役割を果たすとともに、まきを活用した脱炭素社会へ

の提言、元気な高齢者などがまきボランティアとして活躍するなどまちづくりの活力を生

み出してきたと評価というよりも本当に心から感謝をしているところです。今秋で閉鎖す

るということで、私のところにも複数の町民から存続できないかというお問合せを受けて

います。町の建物を貸与していますが、基本的には民設民営の公衆浴場ですので、事業者

の考えを尊重した上で利用者が閉鎖することで困らないための対策を検討したいというふ

うに考えています。一方で、同じ年に建設されたピンネシリ温泉についても同様に施設の

限界を迎えています。２つの入浴施設が同時に限界を迎えていることから、現在庁内関係

各部署ごとに現状と課題、今後どうすべきかということについて検討しているところであ

ります。近くそれらを集約した上で、今後の方向性をお示ししたいというふうに考えてい

るところであります。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 再質問させていただきます。

町長のこの答弁については、期待どおりの内容かなと。この程度しか出てこないだろう

と思っていました。私は、できたら経営者に対する支援というもので、その観点で質問さ

せていただいたのです。この件については昨年からいろんな人から話が来て、東海林さん、

何とか議会としても取り上げてもらえないかというお話もありました。ただ、いろんな意

味で私も調べたりして、町、市町村が公衆浴場の維持のためにどういった支援をしている

かという実態も少しずつ分かってきておりますけれども、ただここで町長、私が非常に残

念に思ったのは、渡辺氏に今月に入ってから改めて私の調査したことも含めて確認してい

ましたところ、実は全く限界が来たと、経営に。それで、経営が限界に来た要因の一つは

設備が限界に来たと。これを指標を持って整備し、経営を継続するというのは困難になっ

たと。できれば、もし設備が１０月１０日までもつのであれば、１０月１０日が浴場の記

念の日になるのだそうです。それで、１０月１０日まで設備がもてばそれまでは続けたい

と。続けられたら１０日で終了したいという考え方になったようです。そこで、私はこれ

は困ったなと。経営している方に町がそれなりの支援をすることによって継続できるので

あればという思いでやった質問でしたけれども、全く観点を変えなければならなくなった。

それで、渡辺さんは私はこの町が好きだし、この町の地域づくりに協力したいという思い

で、公衆浴場という経営の形態になるけれども、そのほか食事どころのトントン、それか

らそこから発生するいろんな地域活動、そういったものについてはこれからもこの町のた

めにやれることがあったら続けたいと。ただし、銭湯のほうは限界が来たと、こういうこ

とでございます。

そこで、町長に改めて伺いたいのは、これはまた町長は知っていたかどうかは分かりま

せんけれども、かつてやっぱり町が経営していた時代がありました。何年前だったか。町
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が管理委託を受託していただいて、年間２４０万円ほど出していた時代がありました。こ

れは、施設設備費以外のものです。そういった時代も考えると、ここで設備が、施設が、

建物も相当傷んでいます。そこで、これでできないということになって、町としてはやむ

を得ないという形にするのか、ちょっと待て、もし経営を誰かがやってくれるのだったら

公衆浴場としては残したいと思うのか、まずその辺町長の考え方を伺いたいと思います。

〇議長（村山義明君） 小林町長。

〇町長（小林生吉君） まず、２つに分けて考えなければいけないかなというふうに思っ

ておりまして、１つは町の中での入浴施設です。これは先ほども答弁申し上げましたけれ

ども、今黄金湯もありますけれども、同じ年に造られたピンネシリ温泉がありまして、こ

ちらも同じように施設の限界を迎えています。こういったようなことから、果たしてこの

先これらの両施設をそのまま廃止して終わるのか、廃止という形で終わっていいのか、何

らかの形で町民が入浴できるような、そういう場を持って、造っていくようにするのかと

いうようなまず大きな方向性としての議論が必要なのかなというふうに思っています。そ

れで、そこに何らかの入浴のある、できる施設がやっぱりあったほうがいいという話にな

っていったときにピンネシリ温泉をそれまでどうするか、黄金湯のほうもそれまで続けて

いただく方向で考えていただくのかというようなことなどを考えていく必要があるのかな

というふうに考えています。今、先ほど申し上げましたけれども、行政、各部署ごとに所

管する役割から今後の入浴施設の在り方等について意見を出してもらって、それを集約し

ています。まだ最終的なまとめまで至っていませんけれども、基本的には町民の方のため

にも規模は小さくともほかのいろんな機能と併せ持った入浴できる施設はやっぱり新たに

考えていく必要があるのでないかというのが大方の意見になっているかなというふうに思

います。その辺りをさらに詰めた上で、また議会にもお諮りをして、町民の皆さんにもご

意見を伺いながら取り進めていきたいというふうに思っています。問題は、その間、既に

議会のほうにもご説明させていただいていますけれども、ピンネシリ温泉もいつ壊れてし

まうか分からないというような状況を延ばし延ばしやっていますけれども、あと数年のう

ちにやっぱりそれも限界になるだろうというふうに思っています。黄金湯の施設や設備に

ついても町のほうで今の状況を確認させていただいていますけれども、数十万円、あるい

は１００万円ぐらいの修繕をすれば数年間ぐらいもつぐらいの修繕まではできるのではな

いかというようなこともあります。ただ、いかんせんこれは民間の方の運営ということも

ありますので、また町のほうでということには、だけでということにはなりませんけれど

も、そこまで存続を望む町民の声もございますので、町としての役割ということが何らか

の形で果たせるのであれば、そういったことも含めて協議、検討していきたいなというふ

うに考えているところです。

〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） 再々質問をさせていただきます。

町長、ピンネシリ温泉との関連を言っておりますけれども、この件についてはピンネシ
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リ温泉は関係ないです。温泉が潰れようと新しく造ろうと、それは温泉は温泉として町の

福祉施設としての観点で考えなければなりません。ただ、公衆浴場、これは単に浴場とし

ての存在感だけ見て評価しているのだったら、これは大変な間違いだと思うのです。私は

公衆浴場自体が少なくても交流の場であったり、そこからさらに地域づくりに発展させた

という、これは渡辺氏の力量というか、人柄によるものでありますけれども、その辺もや

っぱり評価してやらないと駄目だし、厚生園の利用者を２人もあそこで雇用しているわけ

です。雇用の場としても非常に大事だし、貴重な存在なわけです。そういったことも考え

たら、基本的にはできるだけ今の経営の流れを維持して、継続すべきものだろうというふ

うに私は観点として置いております。ですから、はっきり言ってこの後は町が施設整備を

十分行って、誰かに改めて管理委託するという形を取れないものか。それを一番みんな望

んでいるのです。そして、渡辺氏はそういう形になったら幾らでも協力させていただきた

い、今までどおり協力させていただきたいと。自分が経営するというのではなくて、誰か

が管理委託を受けてやるとしてもその人を援助したいという言い方をしています。もしそ

ういう町が決断となって、継続できるようになれば何かやりたいという人もちらほらいる

ような話も聞きました、そういうことになれば。そういった、まだ不確実な内容ではあり

ますけれども、町の覚悟がどの辺にあるのか。もう潰れても仕方ないと思うのか、何とか

して継続してやりたいと思うのか。私は、継続すべきという観点で質問させていただきま

す。再度、ピンネシリ温泉の利用のこともさることながら、関連ないとは言えませんけれ

ども、公衆浴場としての、そして交流の場としての黄金湯をどうこれからできるのか、し

ようとしているのか、もう一度確認したいと思います。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 最初の答弁でも申し上げましたとおり、黄金湯の果たされてきた

役割については私としても高く評価をしておりますし、本当に町民を代表する者としてそ

の活動に対して経緯と感謝の気持ちを持っております。今後につきまして今軽々に申し上

げることはできませんけれども、庁内の意見を取りまとめた上でもやはりこれまで果たさ

れた役割やこれまで持ってきた機能、そういったものが、今後も引き継がれることが望ま

しいという意見も多くあります。そういったことを踏まえて、私としてはやはりこれから、

今これだけ人口も減っている状況の中で、町にとっての必要ということを、入浴のことだ

けではなくて、考えながら、黄金湯が果たしてきた役割やこれからそういう浴場などと複

合的につくっていったらいい、例えば防災であるとか、そういったような拠点になるとい

うようなことも含めた多様な意見が庁内からは出ています。そういったことも含めて今後

に向けた検討をしていきたいというふうに思っています。黄金湯が果たされてきた、黄金

湯そのものか、あるいは黄金湯が担ってこられたそういう良さ、役割みたいなものがいず

れかの形で将来も残っていく、そういったことができれば一番望ましいのではないかとい

うふうに思っています。また改めて検討した上で、いろいろご相談させていただきたいと

思います。
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〇議長（村山義明君） 東海林さん。

〇５番（東海林繁幸君） ありがとうございました。

最後に、お願いになるのですけれども、私の思いはこの１０年間渡辺由起子氏は町を思

ってまちおこし、まちづくりという観点で始めたこの事業を、１０年間本当に私財をなげ

うってやってきたこの行為に対していろいろな援助は町はさせてもらいましたけれども、

この努力はひとつなるべく継続できるように配慮していただきたいものだと思います。同

時に、１日利用者が約２３人、１．４％、人口の。これは札幌に置き換えたら２万５，０

００人が１日利用しているのです。そういったこの町の利用者の多くの方々のためにも今

後ともご配慮いただければ幸いであります。よろしくお願いいたします。

〇議長（村山義明君） これで東海林さんの一般質問は終了いたしました。

引き続き、受付番号３、議席番号１番、髙橋さん。

〇１番（髙橋憲一君） 受付番号３番、議席番号１番、髙橋でございます。今の東海林議

員の質問とほとんど重なってしまう。私からも黄金湯の渡辺さんのこれまでのご努力に対

して敬意を表したいというふうに思っているわけでありますけれども、ただあまりにもや

はりある意味では無理をされているという感じは私なんかは非常によく受けておりまして、

心配もしているところでありました。この間、１か月、２か月ほど前に休業されるという

ような話を、他人からですけれども、お聞きして、心配をしているところでございますけ

れども、今の東海林議員の話もありましたけれども、町長からの答弁もありましたけれど

も、これからどうなるかというのはまだ不確定なところがあるかと思いますけれども、一

時的にでももしお休みするというようなことになれば、私からはできればピンネシリ温泉

の利用ということで夜間の入浴、そのためのサポートとして送迎ができないかということ

でお伺いをしたいと思います。よろしくお願いします。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 髙橋議員の町民の入浴環境の支援についてのご質問にお答えした

いと思います。

ピンネシリ温泉の無料送迎につきましては、指定管理者が収益向上のため火、木、土曜

日の週３回で実施しておりますが、利用者は令和元年度１，３５８人、令和２年度１，２

４６人、１回当たりで約９人の利用となっているところです。黄金湯が利用できなくなる

場合の送迎などの対応につきましては、庁内関係部署及び指定管理者と協議の上で検討を

させていただきたいというふうに思います。

〇議長（村山義明君） 髙橋さん。

〇１番（髙橋憲一君） なるべく町民が不便にならないように検討いただいて、お願いを

したいというふうに思います。

私の質問を終わります。

〇議長（村山義明君） これで髙橋さんの一般質問は終了いたしました。

引き続き、受付番号４、議席番号４番、宮崎さん。
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〇４番（宮崎泰宗君） 受付番号４番、議席番号４番、宮崎です。新型コロナウイルス感

染対策の状況について伺います。

新型コロナウイルスの国内新規感染者数等については、４月に入るまでは一時的な減少

傾向も見られましたが、大方の予想どおりゴールデンウイークの前後を境にその状況は一

変しました。東京都や大阪府などの首都圏においてはもちろんのこと、沖縄県や緊急事態

宣言の対応が遅れたここ北海道では感染者数等の過去最多を大幅に更新し、札幌市では自

宅療養者の死亡が確認され始めるなど過去最も悪化した状態に陥り、北海道はワクチンの

接種率も低いと報じられています。中頓別町では５月８日から６５歳以上を対象としたワ

クチン接種が開始され、５月末までに７５％以上の方が１回目の接種を終えているとのこ

とで、医療従事者等についても先行接種などが行われていると思いますが、その割合につ

いてはいかがでしょうか。これは決して強制ではないので、どの対象においても接種を希

望しない方はいると思いますが、それも含めどのような状況でしょうか。

町からのお知らせによると、６月中には全ての対象者が接種を始められることになって

おり、現在は全てファイザー製の同じワクチンが使われていると思いますが、今後のワク

チン供給や接種スケジュールの見通し、在庫状況やこれまでの副反応等についてはいかが

でしょうか。

各地で問題となっているワクチン接種のキャンセル対応については問題なく行われてい

るか。対象者以外への優先接種などは行われていないか。加えて、再度北海道全域に対す

る緊急事態宣言が発令されたことなどから、町も防災無線等で行動自粛などを再度呼びか

けていますが、行政内ではどのような対応が取られているのか、この点についても改めて

伺います。

また、急遽年度末に前年度予算の中から一律で２０万円の支援金を飲食店に支給すると

の考えが示されましたが、議会の中でも不公平との意見がありました。どのように実施さ

れたのか。他の民間事業所や町民に対する支援の考え方についても伺います。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 宮崎議員の新型コロナウイルス感染対策の状況についてのご質問

にお答えしたいと思います。

優先接種のうち医療従事者、病院、歯科診療所、薬局、消防が対象でありますけれども、

医療従事者については４月後半から接種を開始し、６９人のうち希望する５５人が接種を

受け、うち５３名が既に２回目も終了しています。また、高齢者福祉施設の職員１０８名、

学校、こども園等の職員７６名については今月１９日から接種が始まる予定ですが、ほと

んどが接種を受けることになると見込んでいます。ワクチンは段階的に国から供給されて

いますが、６月２０日に３回目の配分があり、１６歳以上の町民が接種できる分、２回接

種２，９９０回分を確保できる見通しとなっています。スケジュールでは基礎疾患のある

方は５月２５日、６０歳から６４歳の方は６月７日から予約を開始し、６月１９日から接

種を行います。残る１６歳以上の方は６月１４日から予約を開始し、６月２６日から接種
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を行う予定となっています。行政報告で申し上げましたけれども、今１６歳以上の町民の

方の接種及び予約までいっている方が７６．６％というような数値になっています。集団

接種日に都合がつかないという方もいるので、国保病院での個別接種での対応を組むなど

接種を希望される方が７月末までに２回目の接種を終了できるように調整を図る考えです。

それでも調整がつかない方や事情によりそれ以降の日程で接種を希望される方もいると思

われるので、新たに７月末から８月にかけて集団接種日を追加するほか、国保病院での個

別接種での対応を含めて希望する全ての町民ができるだけ早く接種できるよう対応してい

く予定であります。

ワクチンの在庫状況ですが、さきに述べたとおり、２０日には１６歳以上全ての対象者

分は確保され、国保病院の超低温冷凍庫での保管となっています。報告しなければならな

い重い副反応は現在のところ薬疹反応があったという１名の方のみで、この方については

２回目の接種を控えています。キャンセルへの対応では、予約接種の際に日程変更の可否

を伺って調整してきたほか、優先接種対象である高齢者施設の従事者に受けていただくこ

とで対応をしてきました。なお、対象者以外の方の優先ということは接種は行っておりま

せん。

北海道の緊急事態宣言の発令に基づき職員による町民周知チラシの全戸配布を５月１８

日及び６月２日に実施しておりますが、職員につきましても基本的には住民へ周知しまし

た事項を最低限の行動とし、さらに北海道から示されました不要不急の範囲外での他市町

村への往来自粛、出張の原則中止、２０時以降の超過勤務の原則自粛、事情による特定措

置区域への外出における事前相談及びその後のテレワークの実施、他町村からの帰省者の

受入れも原則自粛など地方公務員としての自覚を持った行動をお願いをしております。ま

た、テレワークを実施するための端末環境がまだ整っておりませんが、テレワーク等推進

委員会を５月１７日及び６月１日に開催し、できるものから業務継続計画の検討も踏まえ

ながら実施をしてきております。さらに、感染防止スクリーンの追加や職員玄関での検温

装置の設置、ウェブによる会議の参加など様々な感染防止対策を模索し、行っているとこ

ろであります。

支援金につきましては、新型コロナウイルス感染症対策の中で年末年始や歓送迎会等の

会食の自粛が呼びかけられたことから、特に町内での飲食店においてその影響が大きかっ

たと認識をしております。このことから、商工会とも相談し、過去２年間の売上げ等の状

況を考慮し、支給要件を設定し、支援を実施したところであります。また、本定例会に提

案させていただいておりますが、商工会からの要望を受け、全町民に対して町内の商工業

事業所で利用可能なクーポン券配付事業を実施し、地域内での消費拡大を図りたいという

ふうに考えております。その他の地域経済対策としましては、今年度のプレミアム商品券

発行事業補助に対して特に新型コロナウイルス感染症の影響による対策分として補助額を

上乗せすることとしており、地域経済活動の活性化を期待しているところであります。

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。
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〇４番（宮崎泰宗君） それでは、お昼になるまで再質問のほうに入らせていただけたら

なというふうに思います。

この新型コロナウイルス感染症については、感染が拡大し始めた昨年の３月から１年間

私はこの新型コロナウイルス感染症に関する質問を定例会のたびにその対策等について伺

ってきました。今回で優に１年を超えるわけですけれども、それぐらい人類とこのウイル

スの闘いも長引いているということになると思います。その中でも今年３月、前回の定例

会から先月５月いっぱいぐらいまでの状況というのが北海道にとっても最も悪化した状態

で、中頓別町でも、行政報告でもありましたけれども、初めて感染者が確認される。それ

ほどこの宗谷管内においても恐らく最も長く、多く連日のように感染者の確認が続いてい

たかと思います。やっと今月、この６月に入る前ぐらいから再度新規の感染者については

かなり減少してきたように見えるのですけれども、そういう中でも例えば死者については

過去最多クラスという日があったり、札幌市などでは今も医療体制の逼迫が続いていたり、

昨日でいうと東京では新規感染者が増加に転じるなど、まだまだ予断を許さない状況にあ

ると思います。ちょっとある知事が残された最後のカードは蔓延防止措置しかないという

対応で、かなり批判されておりましたけれども、私は一番必要なのは緊急事態宣言でも蔓

延防止措置でもなく、やはりワクチン接種の推進であるということから、今回については

主にワクチン接種の状況について質問させていただきました。

その辺について再度何点か伺いたいと思います。まず、ワクチンのスケジュール的なと

ころで、６月１４日、今週の月曜日の時点で対象となる方全員が予約できる状態になった

ということになるかと思います。今日でそれから３日ほど経過しているので、恐らく接種

を希望される方の多くについては既に２回目、または１回目の接種を終えているか、最低

でも１回目、２回目の予約をされているという状況にあるのではないかと思います。本当

に６５歳以上の方については１回目で、前の段階ですけれども、７５％以上ということだ

ったので、２回目についても同じような感じでしょうし、医療従事者の方々についても同

じぐらいの割合というようなご答弁だったかなと思います。中頓別町でいうと対象者でい

うと約１，５００人に対して、今受けている予約の状態とかも含めると現状町全体で接種

される割合は何％ぐらいになるのかというふうにまずお伺いしようと思っていたのですけ

れども、行政報告と先ほど町長のご答弁の中でも７６．６％というご報告がありまして、

すみません、ちょっと私が聞き漏らしているかもしれないですけれども、今私が言ったよ

うな現時点で予約されている若い方の分も含めて町内の対象者全体の割合からすると７６．

６％の方が接種を受けたか受ける予定になっているということで、これは確認だけ再度さ

せていただけたらなというふうに思います。

また、逆に様々な理由で接種を希望されないという方もいらっしゃると思うのですけれ

ども、これについては例えばどういった理由で希望されないのか。もし把握できているこ

となどがありましたら、差し支えがない範囲でお聞かせいただけたらなというふうに思い

ます。
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また、それぞれにいろんな事情などもあると思うのですけれども、今予定されているこ

のスケジュール、現時点では遅くても８月というような日程だと思うのですけれども、こ

ういう日程での接種は難しいという方も中にはいらっしゃるのか。それと、今供給されて

いるこのワクチンの期限の問題とかもあると思うのですけれども、８月以降についてはど

のような形になるのか。それ以降についても接種を受けることというのは物理的に可能な

のか。その後の見通しなどもあれば伺いたいと思います。

加えて、ワクチン接種の対象についてなのですけれども、現状では中頓別町でも１６歳

以上ということになっていると思いますが、これを１２歳以上に拡大する動きもあると思

います。現状ではこれはファイザー製のワクチンに限定されているようですけれども、も

しそうなったとしたらまたスケジュールの関係なども変わってくるところがあるかもしれ

ませんが、この対象年齢に関する今後の動きに関して何か情報などは現時点であるのか、

それについてももしあれば伺いたいなと思います。

それと、ワクチンそのものの、今ファイザーと言いましたけれども、製造元についてな

のですけれども、こちらのほうに供給されるのは今申し上げたファイザー製のものだとい

うふうに思っていたのですけれども、何か一部の方についてはほかのモデルナとかになる

のか分からないのですけれども、ファイザー製ではないワクチンが使われているのではな

いかという話がちょっとあったものですから、この点についても確認させていただけたら

なというふうに思います。

また、今日非常にタイムリーだったなというふうにも思うのですけれども、昨夜速報で

沖縄県以外への緊急事態宣言を２０日で終了するというニュースがありました。これによ

り２１日以降は北海道も７月１１日までですか、蔓延防止等重点措置に移行するというこ

とになると思うのですけれども、オリンピックの開催なんかも現実味をかなり帯びている

と思いますので、やっぱりその前ぐらいからはまた同じような状況になるかもしれないと

いうような予測もあると思います。この点行政内部での対応であるとか職員の方々の行動

制限についても、最初のご答弁でもお答えいただいておりますが、２１日以降は、いわゆ

る蔓防、どのような対応や制限になるのか。今より緩和されることになるとは思うのです

けれども、町内消費の活性化を図っていけるような状況になっていくのか、こういった点

についても伺いたいと思います。

それで、影響を最も受けているとされる町内飲食店への後段の支援金についてですけれ

ども、過去２年間の売上げ等の状況を支給要件にしたということで、金額については議会

への説明があったときの内容と同じ、基本的には一律２０万円ということで実施されたの

かなというふうに思います。支給総額でいうと２３０万円ということだったかと思うので、

件数でいうと１２件ですか。２０万円が１１件と１件についてはまだ創業から間もないと

いうことで１０万円、ただこれについては飲食店のみに対する支援であって、この点につ

いても議会の中でも不公平ではないかという意見もありました。飲食店への影響のあおり

を受けている事業所だったり、それ以外でも根本的にコロナ禍の影響を受けている事業所
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というのはあります、町内でも。それについては牛乳券であるとかクーポン券、プレミア

ム商品券、あと感染対策用品等への補助というのもあったかと思いますが、こういったこ

とで活性化等を期待されているということかと思いますが消費活動というものを本物に戻

していくためには今受けられるワクチン接種というのがやっぱり重要であって、この点幾

つかの自治体で実施されているのですけれども、ワクチンの２回接種後に地元で使える商

品券などの特典というのがとても理にかなっているなというふうに私はそういうニュース

を見て感じました。これは、例えば昨年も実施されて、今予定されている乳製品等の購入

に使える牛乳券であるとか、今回の補正予算のほうで提案されている商工会の加盟店等で

使えるクーポン券というものの配付をワクチンの２回接種を終えた方とかワクチン接種に

よってリスクが高くて物理的に接種できないという方であるとか、２回目の接種を見送る

必要がある方とか、つまり接種できるけれども、受けないという方以外の方に配付すると

かというようにすると受けないという方の中でも受けるという人が出てくるのではないか

なと思いますし、この牛乳券とクーポン券について７月１０日ぐらいから手元に届き始め

るような形だと思うので、これからそのように対応するのは難しいということであれば、

また新たに接種できるけれども、受けないという方以外の方への特典を設けるであるとか、

少しでも多くの方にワクチンの接種を受けていただけるような取組も今後の町内経済の活

性化につながってくると私は思いますので、この点も含めて再度伺いたいと思います。

〇議長（村山義明君） ここで昼食のため午後１時まで休憩いたします。

休憩 午後 ０時０２分

再開 午後 １時００分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

一般質問を続けます。

町長。

〇町長（小林生吉君） ちょっとお昼で時間が空いてしまったので、答弁漏れがあったら

ご指摘ください。

まず、受診申込みの状況ですけれども、確認をさせていただきたいと思いますけれども、

一応対象者が１６歳以上１，４９５名おりまして、今段階で接種済み及び申込み済みの町

民が１，１４６人ということで、７６．６％の方が接種または申込みをしていただいてい

るという状況にあるということであります。

それと、接種をされない理由については様々ですけれども、基礎疾患等があって、お医

者さんから止められているという方もいらっしゃるし、今後受診の機会にお医者さんに相

談した上で、その後受けるか受けないか判断したいという方もおりますし、現在入院中と

いう方もいらっしゃいます。あとは、一部ですけれども、やっぱり副反応のこと等もあっ

て、心配なので、受けたくないという方も若干いらっしゃるかなというような状況になっ
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ているかと思います。先ほど申し上げましたように、７月には一応日程さえ合えば皆さん

お受けいただける状況にありますけれども、今言ったように、今後受診機会にお医者さん

と相談した上で受けたいとか手術を控えて、その後やりたい、受けたいというような方も

いらっしゃるので、８月以降も希望される方が接種できる対応を取っていきたいというこ

とになります。

あと、今１２歳以上の方の接種についてもクーポン券の発行をして、受診していただけ

るようにしていきたいというふうに考えています。フルに皆さんが申し込めばその人数ま

でちょっと７月中にさばけないかもしれませんけれども、全員でないということを想定す

ると、一部の方については７月中にも受けていただけるような形になるのではないかとい

うふうに思います。ただ、１２歳の方については１２歳の誕生日が過ぎてからでないと打

てないのです。だから、今後例えば３月になって誕生日を迎えるという子がいれば３月で

ないと受けられないというようなことになりますので、そこまで、病院での個別接種が中

心になると思いますけれども、接種できるようにやっていきたいと思います。

そこで、課題となるのがワクチンなのですけれども、ワクチンも超低温の保存をしてい

ても保存期限がやっぱりありますので、ワクチンの供給の問題については今後道保健所の

ほうと調整を図りながら必要な分を確保して進めていくという形になるのではないかとい

うふうに思っています。

あと、ワクチンの製造元ですけれども、自治体での接種、少なくとも本町での接種につ

いては全てファイザー製で、モデルナの使用はないという、見込みはないということです。

あと、緊急事態宣言から蔓延防止等重点措置への移行に伴っての対応ということであり

ますけれども、基本的には全部を緩めるということにはならないというふうに思います。

まずは、道のほうからも札幌市とそれ以外の地区とかどうするとかという具体的な対策は

示されておりませんので、その辺は明日になるのか週明けになるのか、情報提供を受けた

上で本町としての対応を図っていきたいというふうに思いますけれども、やっぱり基本的

にはワクチンの接種がある程度７月末までということもあるので、少なくともそこは一つ

の目安になると思いますし、それ以降も全国のワクチンの接種状況、とりわけ先日のニュ

ースだと北海道が接種率、全都道府県最低というような状況もあるので、その辺り中心と

なる札幌市の接種状況を見ていかなければ軽々に往来をできるような状況にならないのか

なというふうに思います。しっかりそこは対応を図っていきたいというふうに思いますけ

れども、あと最後の質問とも若干絡むのですけれども、だからといっていつまでも地域の

経済を冷やしておくというわけにもいかないと思いますので、この間も商工会各加盟店の

皆さんはさらに感染対策の徹底ということでやっていただいていますので、そのことを踏

まえて町内の経済を活性化するための動きというのもやっぱり同時につくっていかなけれ

ばならないのではないかなというふうに思います。

それと、最後飲食店への町独自の支給の関係でありますけれども、いろんなご意見があ

ったかもしれませんけれども、年末年始、それから３月、４月の送別会、歓迎会等がほと
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んどできないという状況の中で、飲食店での収益、売上げの減というのはやっぱり顕著だ

ったのかなというふうに思いまして、急遽でしたけれども、やらせていただいています。

不公平感というところも拭えずあるのかもしれませんけれども、今後のクーポン券や商品

券の配付事業、それらもどういう効果があるかを見極めながら、さらに町経済のために足

りないところがあれば商工会とも協議をして、追加策も含めて考えていくようにしていき

たいというふうに思います。

あと、接種とインセンティブというか、特定の問題について、ちょっと私も全く想定し

ていなかったところもあって、スケジュール的にそこはできないかなというふうには思う

のですけれども、今申し上げたとおり、強制はもちろんできませんけれども、接種の呼び

かけは重ねて行っていきながら、別に地域経済の振興というところには手厚くなるように

配慮したいというふうに考えておりますので、そういったところでご理解を賜ればという

ふうに思います。

もし答弁漏れがあれば教えてください。

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） 答弁漏れはありません。全てお答えいただいています。できれば

ユニークな、ワクチン接種について何か考えられたらいいなというふうには思ったのです

けれども、個別にやっていけるかどうか分からないですけれども、呼びかけとかをぜひし

ていっていただきたいなと思います。

再度ちょっと一、二点またお伺いさせていただきたいのですけれども、先ほどの質問の

ほうで接種を希望されないとか控えられているような方の理由で、なるほどなという理由

ばかりだったなと思います。医師から止められているとかまだ相談していないとかという

ようなことが、ちょっとそれと似ているかなと思うのですけれども、接種を控える要因の

関係で、町のほうで把握されているか分からないのですけれども、例えば妊娠されている

方、妊婦で取りあえずそういう状況なので控えるという方もいらっしゃるようで、これ世

界的にもまだ症例的なものが少ないからなのか、さっきのお医者さんから止められている

なんかもそうだと思うのです。かかりつけの病院のほうでも特に最低限、妊娠初期である

とか超初期と言われるような時期については最低でも避けたほうがいいというふうに言わ

れたりしているみたいなのですけれども、この点町のほうのワクチン接種の案内のほうと

かでも明確なものはなかったような気がするのですけれども、町のほうではどのように対

応されているのか。この点に関する見解等を何かお持ちでしたら、これについても再度伺

いたいと思います。

それと、もう一点は行政内の対策、対応であるとか職員の方々の行動の制限であるとか

というところで、行動制限のところでちょっと聞くところによると微妙に役場の中でも部

署によって何か違いみたいなものがあるのですか。何か部署によっては例えば場所とか時

間とか人数であるとか、そういうのが適当であれば同居家族以外の方、町外に出ていない、

町内の方とかということかもしれないですけれども、同居をされていない方とでも一緒に
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例えば外食をしたりとか、そういうのを、そこまで制限していないというところもあれば、

同居している人以外との会食は緊急事態宣言中とか、蔓延防止のときがどうだったか分か

らないですけれども、そういう行為については厳しく制限しているというところも何かあ

るようなふうにちょっと伺っているところなのですけれども、ここまでのこういったコロ

ナ禍の影響のようなものが少なからずあったかどうか分かりませんけれども、少し前、こ

の間にでも商工会の事業者なのですけれども、廃業されたところがあります。先ほどちょ

っとお昼も話に議員の中でなったりしましたが、近いうちにほかにも廃業するところがあ

るのではないかという話も出てきています。このような中で町内の商工事業者の状況につ

いて町としてもやっぱり気にしていく必要なんかもあると思いますし、せめて町民の方同

士の付き合いであるとか町内での消費につながるようなことについては、先ほどの例でい

うと前者のほうのようなある程度緩和した内容で、もし違いがあるのだとしたらぜひ町内

で消費につながるような形で統一していただきたいなと思うところなのですけれども、こ

の点町長、いかがお考えになるでしょうか。

この２点、再度お伺いしたいと思います。

〇議長（村山義明君） 山田保健福祉課参事。

〇保健福祉課参事（山田美緒子君） 今の質問の中で妊婦の関係だけお答えしたいと思い

ます。

一般の方には臨時接種ということで、受ける方についてもできるだけ受けてほしいとい

うこと、努力義務というものが課せられているのですけれども、妊婦に関してはそれが一

切ない状況になっております。ですので、ただ感染リスクを持っていて、希望される妊婦

は受けれないということでありませんので、妊婦皆さん産婦人科の先生に主治医を持って

いらっしゃいますので、そこでよく相談の上、受けるかどうかを判断してもらうという形

になっておりますので、クーポン券は妊婦だからといって送らないということではなくて、

皆さんに送らせていただいています。

以上です。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 職員の行動制限については、対策本部会議で取り決めたことを各

所属のほうに伝達をしているので、基本的には庁内でばらつきがあるということではない

というふうには思っていますけれども、一部そういう誤解のある、捉えられるようなとこ

ろがあったのであれば、真摯に受け止めたいというふうに思います。ただ、先ほど申し上

げましたけれども、今後については適切な時期を見てやっぱり、多分以前と同じように４

人以内とかふだん一緒にいる仲間ととかというような制約をしっかり持たないとならない

だろうというふうには思いますけれども、そういう中で言われているようなマスク会食と、

これはなかなか徹底するのは大変ですけれども、そういったようなルールを守った上でル

ールの中でできる地域経済への貢献できるような活動もしっかりやっていくということに

ついて取り組んでいきたいなというふうに思います。



- 38 -

〇議長（村山義明君） 宮崎さん。

〇４番（宮崎泰宗君） 再々質問にもお答えいただきました。とにもかくにもまずワクチ

ン接種が一番急がれるところかなというふうに思います。また、ワクチン接種をしていけ

ばそういった部分で町内の消費に、皆さんが外に出ていって、仲間とか、そういった方と

会食をしたりということが町内の中では自然と前のようにできるようになっていけばいい

なと思いますので、私もワクチン接種をぜひさせていただきたいと思いますし、周りの方

にもぜひ声をかけていきたいと思いますので、ワクチン接種が進むように取り組んでいっ

ていただきたいなと思います。

私の一般質問については以上です。

〇議長（村山義明君） これで宮崎さんの一般質問は終了いたしました。

引き続き、受付番号５、議席番号３番、西浦さん。

〇３番（西浦岩雄君） 一般質問、最後になりましたけれども、よろしくお願いいたしま

す。

私のほうからは、去年だったでしょうか、萩生田文部科学大臣から発表されましたＧＩ

ＧＡスクール構想について質問させていただきます。文部科学省は当初２０１８年から５

か年計画でこのＧＩＧＡスクール構想を完成させる予定であったが、新型コロナウイルス

感染症拡大により前倒しして計画が進められていると。新型コロナウイルス感染症拡大に

より、去年の春は長期間の休校を余儀なくされたことは記憶に新しい。この感染症もいま

だ終息には至っていない。今後も感染力の強い変異株の出現により感染拡大が再燃した場

合は、断続的な休校が見込まれる。そこで、当町でもこのＧＩＧＡスクール構想に沿って

学校にタブレット端末が導入されたが、改めてＧＩＧＡスクール構想の目的は何なのか、

また導入後の現状についてどうなっているのか伺いたい。

〇議長（村山義明君） 教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 西浦議員の一般質問に答弁させていただきます。

ＧＩＧＡスクール構想の目的は、１人１台端末環境と高速大容量の通信ネットワークを

一体的に整備することです。もともとは２０２３年を目標にしていたのですが、コロナ禍

等の社会情勢もありまして、急激にかじを切りました。文部科学省は、Society5.0の時代

を生きる全ての子供たちの可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実現するた

めには学校におけるＩＣＴの積極的な活用が不可欠という観点からＧＩＧＡスクール構想

を推進しています。導入後の現状ですが、児童生徒はタブレットを教育活動の様々な場面

で活用、文字を入力すること、必要な情報を探すこと、表やグラフを作ること、発表する

ためのスライドや資料を作ること、スクリーンに映して発表すること、オンラインで授業

を受けること等をしております。児童生徒は、タブレットの配付を前向きに受け止めてい

ます。学年が上がるごとに活用能力の向上が見られます。指導する教員は適切な学習活動

で使用することを模索している状況と私は考えています。教員にはさらなる活用能力の向

上や整備されたＩＣＴ環境を最大限活用していくことが重要と認識しています。なお、学
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校力に係る総合実践事業でデジタル教科書の理科の活用が予定されていることを申し添え

ますと、予定というふうに書いたのですけれども、現在も活用が始まっているということ

でございます。

〇議長（村山義明君） 西浦さん。

〇３番（西浦岩雄君） それでは、再質問させていただきます。

再質問につきましては、ＧＩＧＡスクール構想についての課題についてであります。文

科省がこのＧＩＧＡスクール構想の実施を早めたのは、新型コロナ感染拡大により今まで

普通に学校へ行って学ぶという行為ができなくなったことが挙げられております。そこで、

学校に行かなくても学ぶ機会を得ることができるとして、家庭でもタブレット端末を使っ

てオンライン授業が考えられると思います。そのためには、教育関係はちょっと離れるの

ですけれども、中頓別町全域にわたってネット環境が整備されていなければ、なかなかこ

れは実現は難しいのではないかと思います。それで、現時点でのネット環境はどの程度整

備されているのか、整っているのか、それについて伺いたいと思います。

また、同時に子供たち一人一人がタブレットを使って情報を得るということは、有害な

情報にも出くわす危険性もあると思います。その対策は大丈夫なのかどうか。

また、ＧＩＧＡスクール構想を実現するに当たって教育関係者だけでは不十分でないか

と私は考えております。外部から、または特別にネット環境に詳しいスタッフを配置する

必要はないのかどうか伺いたいと思います。よろしくお願いいたします。

〇議長（村山義明君） 田邊教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） ただいまの３点の再質問について答弁させていただきます。

まず、ネット環境の整備についてなのですけれども、町全体で全てのところのネット環

境まで私は承知していませんけれども、学校の子供たちは一度持って帰ってどうなるかと

いうことを確認しています。ないところは簡易ルーター等を使って、全部できるというこ

とは今現在では確認されています。

それから、２点目、有害な情報についてはフィルターがかかっております。当然そこま

では行けないというか、そこには行かないようなことになっています。あわせて、やはり

情報モラル、これについても指導をしているところです。それから、個人情報の保護、こ

れについても保護者のほうから同意書を取らなければならないというような場面が出てき

ましたので、今後そういう措置を取りたいと思っています。

それから、もう一つ、最後の質問で……何でしたか。

（何事か呼ぶ者あり）

〇教育長（田邊彰宏君） 教育関係者でなくて、ほかの方々のスタッフ、幸いなことに小

学校も中学校も外部の方に来てもらわなくても十分対応できるだけのスタッフがいます。

一番有能な方は小学校の校長です。中学校も技術の先生がいます。大丈夫だと私は思って

います。どうしても外部から来てもらいたいというのであれば、それは対応はしたいと思

いますけれども、現在のところは十分スタッフは恵まれていると思います。
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〇議長（村山義明君） 工藤教育次長。

〇教育次長（工藤正勝君） 私のほうからもお話をさせていただきたいのですけれども、

学校における現状のネットワーク環境であったり、それから子供たちに配付いたしました

情報機器端末の整備について資料を作らさせていただいておりますので、ご参考にしてい

ただきたいというふうに思います。ただいまの質問の中でもネット環境のことで出ていま

したけれども、こういったポケットＷi―Ｆiをタブレットと一緒に持ち帰っていただいて、

通信の状況を確認していただいたりとかというのもしております。このタブレットも、資

料でつけましたけれども、通常の小さなタブレットと、それからキーボードだけで分離が

できて、授業にも十分活用できるようなタブレットになっておりますし、課題の整理なん

かも自宅で宿題ができるとか、それから学校からの連絡においても、学校に来なければも

らえないお手紙なんかについてもタブレットで連絡ができるといったような機能が今つい

ているところでございます。

それから、環境についての支援についても今導入していただいている業者のほうとも十

分に連絡が取れることになっておりまして、何か問題が起きたり、こういった課題がある

よといったことについても相談ができるような状況を今運営の分について委託を行ってい

るところでございます。

〇議長（村山義明君） 西浦さん。

〇３番（西浦岩雄君） それでは、最後の質問になるのですけれども、教育長のほうから

の答弁の中にもSociety5.0という言葉が出てきております。Society5.0というのはサイバ

ー空間とフィジカル空間の高度な融合システムとして経済発展と社会的課題の解決を両立

する人間中心の社会と位置づけておりますけれども、この高度な融合システムを実現して

いくというのは具体的にはどのような社会になっていくのか、教育長の私的な見解という

か、感想というか、思いでもよろしいので、ちょっと最後に答えていただければ助かるな

と思いますけれども、どうでしょうか。

〇議長（村山義明君） 教育長。

〇教育長（田邊彰宏君） 非常に高度な質問に回答する答弁になろうかと思いますが、今

考えているのはＩoＴとＡＩ、これに全て何かやってもらえるような社会が出てくるので

はないかなというふうに思います。今こちらのほうに来ましたけれども、私の思いはＡＩ、

それからＩoＴ、こういうふうにしゃべるだけで自分の７割から８割ぐらいのことが実現

するような社会になっていくのではないかというようなことを考えていますけれども、こ

ういうことについては今やっている学習指導要領がどこまでいくかにもよると思うのです。

一番最初の細谷議員の質問にもありましたけれども、ＳＤＧｓ、これとつながっていると

思うのです。これをずっとやっていくことがSociety5.0の、今難しい定義をお話しされま

したけれども、その中の文言につながっていくのではないかなというふうに考えていると

ころでございます。

〇議長（村山義明君） 西浦さん。
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〇３番（西浦岩雄君） 質問ではないのですけれども、一応このＧＩＧＡスクール構想に

ついての私のちょっとした思いをお話しさせていただいて、終わらせたいと思います。

このＧＩＧＡスクール構想について質問させていただいたのは、Society5.0時代を生き

る子供たちにとって教育におけるＩＣＴを基盤とした先端技術の活用は避けて通れない必

須の条件であると思っております。このような技術の活用は、世界ではどんどん進んでい

ると聞いています。むしろ日本は立ち後れているということも言われております。それで、

文科省も新型コロナの感染拡大を契機に前倒したのではないかと思っております。また、

この変化の激しい時代を生き抜くには、今までの学校の教科書を中心にした一斉教育とい

うだけではなく、多様な子供たちを誰一人取り残すことのない、この辺が私はいいのかな

と思う。個別最適化された創造性を育む教育の実現が重要であると。ＩＣＴ教育で次世代

の人材を育てる必要があるということだと思います。実際に最近見ていますと、私は野球

が好きなので、大リーグなど見ているのですけれども、大谷翔平選手がプレーを終えた後

にタブレットを片手に自分のフォームを研究したり、相手のピッチャーの投球フォームな

んかを多分研究しているのではないかなと思います。そういう時代が、日常茶飯事にタブ

レットを片手に仕事をしているという時代が、私は想像できないのですけれども、恐らく

来るであろうということを思っております。そういう時代に早く対応できるような、ＧＩ

ＧＡスクールという言葉の意味からしてもそういうことではないかなと思いますので、こ

ういう方向の実現に向かって頑張っていただきたいなと思います。

以上でございます。ありがとうございました。

〇議長（村山義明君） これで西浦さんの一般質問は終了いたしました。

これで一般質問は終了しました。

暫時休憩いたします。

休憩 午後 １時２９分

再開 午後 １時３０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

◎議案第２６号

〇議長（村山義明君） 日程第１３、議案第２６号 中頓別町税条例の一部を改正する条

例の制定の件を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２６号 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、小林総務課長から内容の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 小林総務課長。
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〇総務課長（小林嘉仁君） それでは、私のほうから議案第２６号 中頓別町税条例の一

部を改正する条例の制定についてご説明申し上げます。

議案の７７ページをお開き願います。議案第２６号 中頓別町税条例の一部を改正する

条例の制定について。

中頓別町税条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定する。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

改正の要旨をご説明申し上げます。８６ページをお開き願います。改正の要旨、地方税

法等の一部を改正する法律（令和３年法律第７号）、地方税法施行令等の一部を改正する

政令（令和３年政令第１０７号）、地方税法施行令の一部を改正する政令（令和３年政令

第１０８号）、地方税法施行規則等の一部を改正する省令（令和３年総務省令第３４号）

及び地方税法施行規則の一部を改正する省令（令和３年総務省令第３５号）は令和３年３

月３１日に公布され、原則として同年４月１日、地方税法施行令の一部を改正する政令は

原則として令和５年４月１日、地方税法施行規則の一部を改正する省令は原則として令和

６年１月１日から施行されることになったことによる改正でございます。

地方税法改正に伴う改正事項につきましては、住民税に関わるものであり、個人町民税

の非課税範囲等に係る扶養親族の規定の整備と寄附金税額控除の所得税法の改正による規

定の整備を、また医療費控除では特定一般用医薬品等購入費のいわゆるセルフメディケー

ション税制の適用期間の延長を行うものでございます。

８７ページに関しましては条例の条項に関わる改正概要が記載されておりますので、ご

参照いただきますようお願い申し上げます。

続きまして、改正の内容をご説明申し上げます。８１ページをお開き願います。新旧対

照表によりご説明申し上げます。第２４条の個人の町民税の非課税の範囲では、扶養親族

を年齢１６歳未満の者及び控除対象扶養親族、これは１６歳以上の者ということになりま

すが、に限るとして定義を分けた規定に変更してございます。

８３ページをお開き願います。第３６条の３の３の個人の町民税に係る公的年金等受給

者の扶養親族申告書での扶養親族は年齢１６歳未満に限定、附則第５条の個人の町民税の

所得割の非課税の範囲等に係る扶養親族は年齢１６歳未満の者に加え、従前のとおり控除

対象扶養親族も含むものと規定されました。

８１ページにお戻り願います。第３４条の７第１項第１号のロから８２ページのチまで

及びヌにおきまして、寄附金税額控除は各号における寄附金の定義を出資に関する業務に

充てられることが明らかなものを除くと規定いたしました。

８４ページをお開き願います。附則第６条の特定一般用医薬品等購入費を支払った場合

の医療費控除の特例であり、対象医薬品を見直し、適用期間を５年間延長する規定といた

しました。詳細につきましては、別途に配付してございます資料、それの４ページ、セル

フメディケーション税制の見直しをご参照願えればというふうに思います。

附則第１０条の２の法附則第１５条第２項第１号等の条例で定める割合では、第２４項
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を追加し、特定都市河川浸水被害対策法に係る施設の固定資産税に係る課税標準の特例措

置を３分の１と規定、それ以下の条項を繰り下げ、新第２６項では計画の定義を明確にす

るとともに、法の改正に伴う適用条項の改正及び文言の修正を規定するものでございます。

別配付資料では２ページ、５、主な税負担軽減措置をご参照いただければというふうに思

います。

７８ページをお開き願います。下段、附則、第１条、施行期日は令和４年１月１日から

施行する。

第１号の町民税に関わるものは令和６年１月１日適用、第２号及び第３号の固定資産税

の課税標準特例はそれぞれの法律の施行の日、または公布の日、第２条では町民税に関す

る経過措置、第３条では固定資産税に関する経過措置を規定してございます。

以上、簡単ではございますが、説明申し上げました。よろしくご審議いただきますよう

お願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２６号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２６号 中頓別町税条例の一部を改正する条例の制定の件は原案のとお

り可決されました。

◎議案第２７号

〇議長（村山義明君） 日程第１４、議案第２７号 令和３年度中頓別町一般会計補正予

算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２７号 令和３年度中頓別町一般会計補正予算につきまし

て、笹原総務課参事から提案の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 笹原総務課参事。

〇総務課参事（笹原 等君） それでは、議案第２７号 令和３年度中頓別町一般会計補

正予算につきましてご説明申し上げます。予算書１ページをお開き願います。令和３年度

中頓別町一般会計補正予算。

令和３年度中頓別町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。
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（歳入歳出予算の補正）

第１条第１項 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，６２８万６，０００

円を追加し、歳入歳出の予算の総額を歳入歳出それぞれ３９億３，９０４万２，０００円

とする。

第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）

第２条 既定の地方債の変更は、「第２表地方債補正」による。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

４ページをお開き願います。第２表、地方債補正でございます。起債の目的、過疎対策

事業債の限度額を変更前３億５，１５０万円から変更後３億５，５１０万円とするもので、

起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。変更事業のみご説明申し上げます。

橋梁長寿命化修繕事業の限度額を変更前４８０万円から変更後８４０万円とするもので、

当初予定しておりました橋梁の修繕事業の照査により事業費の変更が必要となったことか

ら、追加するものでございます。

続きまして、事項別明細書、歳出からご説明をいたします。１４ページをお開き願いま

す。２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、既定額に４０万円を追加し、５

億２，７６８万５，０００円とするもので、人事管理事務事業、１８節負担金補助及び交

付金で同額を計上、自治法派遣として昨年度まで北海道から派遣されておりました職員の

帰任旅費に係る負担金でございます。

４目財産管理費では、既定額に３３０万２，０００円を追加し、２，１６１万５，００

０円とするもので、内容は町有財産維持管理事業、１０節需用費で敏音知コミュニティセ

ンター前に設置しております外灯の修繕が必要な状態となっておりますが、部品の生産が

終了していることや主柱自体も経年劣化により腐食が進んでいるため、これらを交換する

費用として１８万円を計上、１２節委託料では宮下定住促進団地の分譲地が残り１区画と

なっていることから、新たに分譲地を造成するための測量設計業務委託費用として３０８

万円を新規計上、役場庁舎維持管理事業、１３節使用料及び賃借料では昨年度設置し、現

在稼働しております庁舎の太陽光発電システムにおいて故障した際のリモート補修作業や

データ管理を行うための監視システム使用料４万２，０００円を新規計上、詳細につきま

しては別に配付しております建設課建設グループ作成の説明資料をご参照願います。

５目企画費では、既定額に６０５万５，０００円を追加し、９，２２５万８，０００円

とするもので、移住定住促進事業、２節給料で１５９万３，０００円、３節職員手当等で

７２万７，０００円を追加、地域内の仕事を組み合わせて年間を通じた雇用を創出するこ

とを目的として設置する特定地域づくり事業協同組合の設立準備や今年３月に開設いたし

ました無料職業紹介所の運営などを担当する地域おこし協力隊の人件費として計上、８節

旅費では４万円を追加、１１節役務費では組合から派遣されて関係事業所で勤務する職員
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の募集に係る広告宣伝費２７万５，０００円を計上、１８節負担金補助及び交付金では講

習受講料１万円と特定地域づくり事業協同組合として認可を受ける際に財務上必要な資金

として確保が必要な財産的基礎と事務費を合わせました組合への助成金３４１万円を新規

計上しております。詳細につきましては、別に配付してございます総務課政策経営室作成

の説明資料をご参照願います。また、人件費の詳細につきましては２２ページ以降の給与

費明細書をご参照いただきたいと思います。

１１目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業費では、既定額に１，４

２５万６，０００円を追加し、７，６０７万６，０００円とするもので、地方創生臨時交

付金事業として同額を計上するものでございます。これにつきましても総務課政策経営室

作成の説明資料の１ページ下段から交付金事業の詳細について記載しておりますので、併

せて御覧いただければと思いますけれども、内容につきましてはテレワーク促進事業とい

たしまして、１２節委託料でテレワークの推進に伴いシステム障害を起こさないよう対策

を講じる費用として１６７万８，０００円を計上、１７節備品購入費でシンクライアント

用職員端末７０台、５４６万７，０００円、ワイドモニター９６台、２３２万４，０００

円を計上、説明資料の２ページ目になりますが、学校感染症対策事業といたしまして、１

０節需用費で消毒用アルコールや消毒作業用手袋などの消耗品費５９万円を計上、１７節

備品購入費で足踏み式アルコール除菌剤用スタンド８台、１５万円、非接触自動検温器５

台、２５万３，０００円、飛沫防止アクリルパーティション２台、９万４，０００円を計

上、中頓別町クーポン券発行事業といたしまして、１８節負担金補助及び交付金で町商工

会が消費喚起を目的として実施するクーポン券発行事業に対する補助金３７０万円を新規

計上するものでございます。

予算書の１６ページをお開き願います。３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総

務費では、既定額に２１０万８，０００円を追加し、２，８６９万円とするもので、社会

福祉総務事業、２節給料で１５９万３，０００円、３節職員手当等で５１万５，０００円

を計上、いずれも障がい者福祉や高齢者福祉など地域共生社会のまちづくり活動を推進し

ていくための業務を担当する地域おこし協力隊に係る人件費でございます。詳細につきま

しては、別に配付してございます保健福祉課作成の説明資料をご参照願います。

４目障害者福祉費では、既定額に２０万円を追加し、１億１，１２７万３，０００円と

するもので、障害者総合支援給付事業、１７節備品購入費で障害福祉システムのパソコン

更新費用として同額を計上。

２項児童福祉費、４目認定こども園費では、既定額に１０８万円を計上し、３，５１９

万４，０００円とするもので、認定こども園事業、１２節委託料に同額を追加、栄養士と

の雇用形態を委託契約に切り替えるため、新たに予算計上するものでございます。

７目こども包括支援費では、既定額に８０万円を追加し、７６４万８，０００円とする

もので、子ども・子育て支援事業、１８節負担金補助及び交付金に同額を計上、新型コロ

ナウイルス感染症による影響が長期化する中、低所得の子育て世帯に対する生活支援とし
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て給付金を支給するもので、全額国費で負担するものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目予防費では、既定額に１１３万円を追加し、３，５

３５万５，０００円とするもので、保健予防事業、１２節委託料で新型インフルエンザ等

対策特別措置法に基づく予防接種に関しまして市町村間で情報連携するためのシステム改

修委託料として同額を計上。

６款農林水産業費、１項農業費、２目農業振興費では、既定額に３３４万９，０００円

を追加し、２億４，７８６万４，０００円とするもので、中頓別町農業体験交流施設管理

運営事業、１７節備品購入費で急速冷却機を購入するための費用として同額を計上、今年

度地域内の生産物を活用した特産品の開発、販売を行うためレトルト食品の製造ができる

機器の導入を予定しておりますが、製造過程の中に急速冷却の工程を加えることでより安

心、安全な食品製造が可能となることに加えまして、食品製造等の衛生管理手法の基準と

なるＨＡＣＣＰ制度の導入対応も可能となることから、今回追加導入するものでございま

す。詳細につきましては、別に配付してございます産業課作成の説明資料をご参照願いま

す。

４目有害鳥獣対策費では、既定額に３２６万円を追加し、１，７３４万４，０００円と

するもので、有害鳥獣対策費、７節報償費に同額を追加、鳥獣被害防止総合対策事業補助

金分の有害鳥獣捕獲報償費４０５頭分、３２６万円を追加計上するものでございます。

１８ページをお開き願います。７款１項商工費、２目観光費では、既定額に１１１万６，

０００円を追加し、１億４１万８，０００円とするもので、中頓別鍾乳洞自然ふれあい公

園管理運営事業、１４節工事請負費で園内遊歩道の補修費用として同額を計上。

８款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費では、既定額に１２０万１，０００円を

追加し、１億１，４４６万５，０００円とするもので、内容は除排雪事業、１０節需用費

に１２万７，０００円、２６節公課費に３万８，０００円を計上、いずれも公用車の車検

整備費用に係るものでございます。道路維持修繕事業、１０節需用費では松音知地区にあ

ります町道川向２号線の側溝整備工事として１０３万６，０００円を追加計上するもので

ございます。

３目道路新設改良費では、既定額に３８６万４，０００円を追加し、４億４，２３１万

１，０００円とするもので、内容は普通建設事業（単独）、１０節需用費で２０万１，０

００円、２６節公課費で６万３，０００円を計上、いずれも公用車の車検整備費用に係る

ものでございます。橋梁修繕事業、１４節工事請負費で豊林橋の修繕工事費として３６０

万円を追加、長寿命化修繕計画では近隣自治体との一括した発注から単独での発注に切り

替えることで橋梁の点検業務を円滑に進めることができますことから、１８節負担金補助

及び交付金に計上しておりました１，８００万円を１２節委託料に組み替えるものでござ

います。

９款消防費、１項１目消防費では、既定額に７１万８，０００円を追加し、１億３，７

００万７，０００円とするもので、消防事業、１８節負担金補助及び交付金で同額を計上、
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別に配付してございます一般会計予算別紙内訳明細書の２ページを御覧願います。常備消

防費、中頓別支署費で７１万８，０００円を追加計上するものでございます。詳細につき

ましては、３ページの事務事業別にてご説明いたします。消防学校派遣事業につきまして

は、新規採用職員の北海道消防学校への派遣費用といたしまして旅費、使用料及び賃借料、

負担金補助及び交付金、合わせまして３９万３，０００円を追加、その他グループ内庶務

では新規採用職員に貸与する被服費として１０節需用費に３２万５，０００円を追加する

ものでございます。

予算書の２０ページにお戻り願います。１０款教育費、１項教育総務費、３目住宅管理

費では、既定額に４０万円を追加し、７０万円とするもので、教職員住宅管理事業、１０

節需用費で教職員住宅２棟の軒先、軒天修繕に要する費用として同額を計上、詳細につき

ましては別に配付してございます教育委員会作成の説明資料をご参照願います。

３項中学校費、１目学校管理費では、既定額に１２３万２，０００円を追加し、１，３

９４万７，０００円とするもので、中学校施設維持管理事業、１４節工事請負費で今年３

月に破損いたしました中学校校舎屋根の集合煙突の修繕費として同額を計上。

４項社会教育費、１目社会教育総務費では、既定額に１５万９，０００円を追加し、９

８２万２，０００円とするもので、青年教育推進事業、１２節委託料で成人式開催に当た

りまして対象者へのＰＣＲ検査費用として同額を計上。

３目社会教育施設費では、既定額に１５１万３，０００円を追加し、７４１万８，００

０円とするもので、郷土資料館及び青少年柔剣道場運営事業、１４節工事請負費で施設の

専用引込み受電柱が老朽化、腐食により折損したため、これを建て替える費用として同額

を計上。

５項保健体育費、３目寿野外レクリエーション施設費では、既定額に１４万３，０００

円を追加し、３，５２９万３，０００円とするもので、寿野外レクリエーション施設費、

１７節備品購入費でスキー利用者の救助時に必要となる減圧式固定器具の購入費用として

同額を計上するものでございます。

８ページにお戻り願います。歳出合計、既定額に４，６２８万６，０００円を追加し、

３９億３，９０４万２，０００円とするものでございます。

続きまして、歳入についてご説明をいたします。１０ページをお開き願います。１１款

１項地方交付税、２目特別交付税では、既定額に２，２０９万４，０００円を追加し、２

億１，７１３万４，０００円とするもので、歳出の一般財源とするものでございます。

１４款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金では、既定額に１９万８，

０００円を追加し、５，８１４万８，０００円とするもので、５節社会保障・税番号制度

交付金にマイナンバーカード交付事務に対する交付金として同額を新規計上。

２目民生費国庫補助金では、既定額に８０万円を追加し、８９７万９，０００円とする

もので、３節新型コロナウイルス感染症セーフティーネット強化交付金に歳出の子育て世

帯生活支援特別給付金に対する国庫負担分として同額を新規計上。
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３目衛生費国庫補助金では、既定額に７５万３，０００円を追加し、９９０万円とする

もので、１節保健衛生費補助金に同額を追加、歳出の健康管理システム改修費に充当され

る補助金でございます。

１５款道支出金、２項道補助金、４目農林業費補助金では、既定額に３２６万円を追加

し、１億６，９３７万７，０００円とするもので、１９節鳥獣被害防止総合対策事業補助

金に同額を新規計上、歳出の有害鳥獣捕獲報償費に充当される補助金でございます。

１８款繰入金、１項基金繰入金、６目公共施設整備等基金繰入金では、既定額に１，５

５８万１，０００円を追加し、８，０３５万６，０００円とするもので、１節公共施設整

備等基金繰入金に同額を計上、歳出、町有財産維持管理事業、敏音知コミュニティセンタ

ー外灯修繕費に１８万円を充当、地方創生臨時交付金事業、テレワーク用職員端末整備費

に７７９万１，０００円を充当、農業体験交流施設管理運営事業、急速冷却機導入費に３

３４万９，０００円を充当、鍾乳洞自然ふれあい公園管理運営事業、遊歩道補修費に１１

１万６，０００円を充当、教職員住宅管理事業、住宅修繕費に４０万円を充当、中学校施

設維持管理事業、校舎屋根集合煙突修繕費に１２３万２，０００円を充当、郷土資料館及

び青少年柔剣道場運営事業、施設専用引込線受電柱の建て替え費に１５１万３，０００円

をそれぞれ充当するため、繰り入れるものでございます。

１２ページをお開き願います。２１款１項町債、１目過疎対策事業債では、既定額に３

６０万円を追加し、３億５，５１０万円とするもので、１節過疎対策事業債に同額を追加、

内容につきましては第２表、地方債補正で説明させていただきましたので、省略をさせて

いただきます。

６ページにお戻り願います。歳入合計、既定額に４，６２８万６，０００円を追加し、

３９億３，９０４万２，０００円とし、歳入歳出のバランスを取ってございます。

以上、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願い申し上げます。

〇議長（村山義明君） ここで議場の時計、午後２時１０分まで休憩いたします。

休憩 午後 １時５８分

再開 午後 ２時１０分

〇議長（村山義明君） 休憩前に戻り会議を開きます。

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

星川さん。

〇６番（星川三喜男君） ２点ほどお伺いします。

まず、町道の維持管理補修についてちょっとお伺いします。要するに砂利道があります

よね、町道で。林道ではない町道の砂利道、そこではグレーダーをかけてはくれるのです

けれども、ここ数年穴が空いても補修してくれない、要するに砂利も何も入れてくれない

という状態なもので、結構農家等々からトラクターやそういう乗用車、トラックなんか走
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って、相当バウンドして危ない状態もあるということを伺っておりますので、今どのよう

な形で補修をしているのかお伺いしたいと思います。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 町道維持補修に関しましては、今民間委託となっております

ので、今まで町でやっていたのと同様に当たっていただいている考えではいますけれども、

間に合っていないというか、うちでも必要であれば確認しまして、対応していきたいとは

思います。決してやらないとかいうことではありません。

〇６番（星川三喜男君） 課長、分かりました。今トラクター等々が相当大きくなってお

りますし、コントラでこれから今１５日から作業が始まって、相当大きい、重たい機械等

が今走っておりますので、今後そういう場所を点検してもらって、やっぱり穴のひどいと

ころは補修して、砂利等を持っていって敷いてもらいたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。

それと、これはちょっと、今日平中課長がいないですよね。それで、これは私の意見に

ちょっと答えてくれる人がいるかどうか分かりませんけれども、松音知にある、担い手研

修宿泊施設がありますよね。そのことについてお伺いしたいのですけれども、誰か……会

長がいますか。それでは、質問させてもらいます。あの施設ですけれども、いまだに研修

生でない方が入っているということなのです。というのは、あの施設は担い手研修施設で、

町内の体験、要するに体験して、研究して、そのうちには新規就農で入りたいという方々

の宿泊施設、住宅だと思います。今入られている人は、確かに最初はそういう形で来まし

た。でも、今はある会社の従業員です。高額な賃金ももらいながら勤めておりますが、松

音知にある担い手研修施設の規則、規約等が私はあるのでないのかなと思いますけれども、

この今入っている方についての今後の指導はどういうふうな形でなされているのか。

そして、担い手で早急に中頓別町で研修したいと言ってきた場合、今そのような状態で

いればそういう方を入れれるような住宅がない。本来であればそこに入るはずが入られな

いということでして、今現にそこに入っている人に決まったからすぐ出ていきなさいと言

っても、出ていける場所があればいいのですけれども、出ていけないような状態も今ある

と思いますので、この件について両者、どう話をしているのかお伺いいたします。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 今お話のあった住宅につきましては、町の町有の住宅であります

けれども、担い手センターのほうに研修生用住宅として無償での貸付けをするという契約

をしておりまして、これまでそういった用に供しております。現入居されている方につい

ても担い手センターのほうで支援をして入居していただいた方であります。この方につい

ては、想定していた入り先農家の方の事情もあって、そこでの就農が実現しなかったと。

これらについては町側というか、担い手センター側としての問題もあったかなというふう

に思いますけれども、ほかの、今ドリームジャンボファームですけれども、そちらのほう

の従業員になられて、せっかく研修していただいて、何とか本町に定着をしていただける
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というような状況になっているかなということで、大変よかったというふうに私は思って

います。お話のあったように、その住宅につきましては担い手のための住宅ということで

ありますので、空けていただくことが望ましいことは望ましいのですけれども、担い手の

対策本部会議の中でも３月というのは難しいので、一旦もう少し時間がたって退去という

ことでの相談をかけているところですけれども、ご本人も本町に家を建てて、事業所に定

住して、働き続けたいという意向をお持ちであります。ただ、実際家が建つのがすぐとい

うことではないので、それまでの間引き続き住宅のほうに住みたいと、住まわせてもらえ

ないかというようなご相談を受けたということであります。今担い手の対策本部会議のほ

うでこの取扱いについて協議することになっておりますけれども、一方で今お話があった

新たな担い手の受入れというような場合については速やかに転居するというようなことも

お話しになっているということでありますので、今その辺りの状況、取扱い、重ねて対策

本部会議のほうで検討して、その後町とも協議というようなことになるかなというふうに

思います。いずれにしても、いい形で収まるようになればいいというふうに思っています

し、そのことに伴って新たな担い手の受入れを停止するというようなこともないように町

としても対応を図っていきたいというふうに考えています。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） 分かりました。担い手のほうの町長は代表ということで説明を

もらいましたけれども、取りあえず担い手の研修ということは２年ですよね、規則は。多

分２年も過ぎて、それで家賃がかからない。それは、ほかの従業員と比べればちょっとこ

れはおかしいのでないのかなと。片や今年４月から夫婦で入った従業員がやっぱり何万円

も取られている住宅にいて、そしてこの方は幾ら、多分私は住宅費としてはゼロ円だと思

います。ただ、何かの形で何千円か納めなければならないという記憶は私は残っています

けれども、住宅料としてはただだと思っていますけれども、その点はどういうふうなこと

になるのかお伺いします。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） 先ほど申し上げましたように、あくまでも担い手対策のための住

宅ということで無償ということになっています。担い手というか、研修生としての取扱い

が終わった時点で入居ということの部分については本来の住宅使用料は町としてもいただ

かなければならないというふうに考えておりますので、そこはもし対策本部会議のほうで

も、あくまでも臨時的なことになりますけれども、引き続き入居させてほしいというよう

なことがあれば、そこは今申し上げたように、本来の住宅料はしっかりお支払いいただく

ということになるということであります。

〇議長（村山義明君） 星川さん。

〇６番（星川三喜男君） 分かりました。今町長の説明があったのですけれども、今後住

宅を町内で建てて生活するとは言っておりますけれども、口約束だけではない、やはりそ

れなりの書類等を役場というか、担い手のほうに提出しているのか。ただ口だけで来年住
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宅を建てるから、それまで今の施設で住宅に住ませてほしいということでは私はこれは駄

目だと思っておりますし、やはり何らかの形で図面、それとか今こういう流れで進んでい

ますという書類等々も先方から私は頂くべきだと思いますが、いかがでしょうか。

〇議長（村山義明君） 町長。

〇町長（小林生吉君） うちの産業の担当のほうでもそこの確認はしているということで

あります。対策本部会議のほうでまたその辺も含めて確認をして、一定の考え方を整理し

てもらうことになるかというふうに思います。確実にというか、そこを確認を取った上で

進めるということについては、そのようにしたいというふうに思います。

〇議長（村山義明君） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ないようですので、質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討

論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２７号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２７号 令和３年度中頓別町一般会計補正予算は原案のとおり可決され

ました。

◎議案第２８号

〇議長（村山義明君） 日程第１５、議案第２８号 令和３年度中頓別町水道事業特別会

計補正予算を議題とします。

本件について提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２８号 令和３年度中頓別町水道事業特別会計補正予算、

土屋建設課長から提案の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） それでは、議案第２８号 令和３年度中頓別町水道事業特別

会計補正予算についてご説明させていただきます。

１ページをお開きください。令和３年度中頓別町水道事業特別会計補正予算。

令和３年度中頓別町の水道事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１３０万円を追加し、歳入歳

出の予算の総額を歳入歳出それぞれ１億１，３９３万１，０００円とする。
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２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

事項別明細書、歳出からご説明いたします。１０ページをお開きください。１款水道費、

１項総務費、１目一般管理費につきまして、既定額に１３０万円を追加し、７，３０８万

７，０００円とするもので、１０節需用費のうち修繕費について１３０万円を追加、敏音

知ポンプ室に設置しております配水池へ送水するための送水ポンプ２台のうち１台につい

て経年劣化による故障により現在送水不能となっております。通常２台の交互運転として

おりますが、現在１台で運転していることから、早急に修繕するため追加するものとなり

ます。

６ページをお開きください。６ページ下段、歳出合計、既定額１億１，２６３万１，０

００円に１３０万円を追加し、１億１，３９３万１，０００円とするものです。

続きまして、歳入についてご説明いたします。８ページをお開きください。１款使用料

及び手数料、１項使用料、１目水道使用料につきましては、既定額に１３０万円を追加し、

５，５３５万９，０００円とするもので、先ほど歳出で説明いたしました修繕費の財源と

するため追加するものでございます。

４ページをお開きください。４ページ下段、歳入合計、既定額１億１，２６３万１，０

００円に１３０万円を追加し、１億１，３９３万１，０００円とするものです。

以上、簡単ではございますが、説明を終わらせていただきます。よろしくご審議のほど

お願いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２８号を採決し

ます。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２８号 令和３年度中頓別町水道事業特別会計補正予算は原案のとおり

可決されました。

◎議案第２９号

〇議長（村山義明君） 日程第１６、議案第２９号 工事請負契約の締結の件を議題とし

ます。

提出者より提案理由の説明を求めます。



- 53 -

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第２９号 工事請負契約の締結について、土屋建設課長から

説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） それでは、工事請負契約の締結についてご説明させていただ

きます。

議案の８８ページをお開きください。議案第２９号 工事請負契約の締結について。

令和３年５月２４日指名競争入札に付した建設工事について、下記のとおり請負契約を

締結するため地方自治法第９６条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定によって議会の議決を求める。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

契約の内容でございます。１、契約の目的、中頓別町下水道管理センターほか電気、機

械設備更新工事。２、契約の方法、指名競争入札による契約。３、契約金額、６，１６０

万円。４、契約の相手方、桜井・柴田電機経常建設共同企業体、代表者、稚内市大黒５丁

目６番１６号、株式会社桜井電業所代表取締役、高島健吾となっております。

本中頓別町下水道管理センターほか電気、機械設備工事の概要について説明させていた

だきます。本工事については、中頓別町下水道ストックマネジメント計画に基づき実施す

るもので、今年度は汚泥脱水機の長寿命化及び上駒にありますマンホールポンプ所の電気、

機械設備の更新を予定しております。工期については令和４年３月１１日予定で、落札率

につきましては９４．９２％となっております。詳細につきましては、配付した建設課建

設グループ説明資料をご参照願います。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第２９号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第２９号 工事請負契約の締結は原案のとおり可決されました。

◎議案第３０号

〇議長（村山義明君） 日程第１７、議案第３０号 物品売買契約の締結の件を議題とし
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ます。

提出者より提案理由の説明を求めます。

町長。

〇町長（小林生吉君） 議案第３０号 物品売買契約の締結について、土屋建設課長から

提案の説明をさせていただきます。

〇議長（村山義明君） 土屋建設課長。

〇建設課長（土屋順一君） 続きまして、物品売買契約の締結についてご説明させていた

だきます。

８９ページをお開きください。議案第３０号 物品売買契約の締結について。

令和３年５月２４日指名競争入札による物品購入事業について、下記のとおり物品売買

契約を締結するため地方自治法第９６条第１項第８号及び議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第３条の規定によって議会の議決を求める。

令和３年６月１７日提出、中頓別町長。

契約の内容でございます。１、契約の目的、除雪ドーザ購入事業。２、契約の方法、指

名競争入札による契約。３、契約金額、２，７８３万円。４、契約の相手方、枝幸郡中頓

別町字中頓別５４番地、株式会社住友モータース代表取締役、住友松男となっております。

本除雪ドーザ購入事業の概要について説明させていただきます。更新の対象となる除雪

ドーザについては平成９年に納車され、２３年経過しております。購入機械については除

雪のほか排雪時の積込み作業に使用できるなど用途が広く、除排雪作業の効率がよいこと

から、同機種を選定しております。納期については、令和３年１１月３０日予定で、落札

率につきましては７８．７９％となっております。

以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。よろしくご審議のほどお願

いいたします。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより議案第３０号について

採決します。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、議案第３０号 物品売買契約の締結は原案のとおり可決されました。

◎発議第２号

〇議長（村山義明君） 日程第１８、発議第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた
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施策の充実・強化を求める意見書（案）を議題とします。

提出者より提案理由の説明を求めます。

長谷川さん。

〇２番（長谷川克弘君） 発議第２号。

令和３年６月１７日、中頓別町議会議長、村山義明様。

提出者、中頓別町議会議員、長谷川克弘。賛成者、中頓別町議会議員、東海林繁幸。

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案）。

上記の議案を、別紙のとおり会議規則第１４条第１項及び第２項の規定により提出しま

す。

裏面です。

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書（案）

本道の森林は全国の森林面積の約４分の１を占め、国土保全、地球温暖化防止、林産物

の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの機能を十分に発揮させるために

は、「植えて育てて、伐って使って、また植える」といった森林資源の循環利用を進める

必要がある。

森林の整備を進め、木材を積極的に利用していくことは、山村地域を中心とする雇用・

所得の拡大による地方創生にも大きく貢献するものである。さらに、２０５０年までに温

室効果ガスの排出量を実質ゼロとする国の目標の達成に向けて、伐採後の着実な植林によ

る森林の若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進など、全国一の森林資源を有する

北海道において本町と道が連携して森林吸収源対策を積極的に推進することが必要である。

本町をはじめ、道内各地域では、森林の公益的機能の維持増進と森林資源の循環利用の

実現に向け、森林整備事業及び治山事業や林業成長産業化総合対策事業等を活用し、植林

・間伐や路網の整備、山地災害の防止、木造公共施設の整備、林業事業体の育成など、様

々な取組を進めてきたところである。

本道の森林を将来の世代に引き継いでいくため、活力ある森林づくりや防災・減災対策

をさらに進め、森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産業化が実現できるよう、

施策の充実・強化を図ることが必要である。

よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望する。

記

１ 森林の多面的機能を持続的に発揮し、２０５０年カーボンニュートラルの実現に貢献

するため、適切な間伐と伐採後の着実な再造林の推進に必要な森林整備事業予算や、防

災・減災対策の推進に必要な治山事業予算を十分に確保すること。

２ 森林資源の循環利用を通じて、林業・木材産業の成長産業化を実現するため、ＩＣＴ

等の活用による林業イノベーションの推進、生産・流通体制の強化、都市の木造化など

による道産木材の販路拡大、森林づくりを担う人材の育成などに必要な支援を充実・強

化すること。
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以上、地方自治法第９９条の規定により提出する。

令和３年６月１７日、北海道中頓別町議会議長、村山義明。

提出先、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、

農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣。

以上でございます。

〇議長（村山義明君） 説明が終わりましたので、これより質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 質疑なしと認め、質疑を終結し、これより討論を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） 討論なしと認め、討論を終結し、これより発議第２号を採決しま

す。

お諮りします。本件は原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、発議第２号 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める

意見書は原案のとおり可決されました。

◎閉会中の継続調査申出について

〇議長（村山義明君） 日程第１９、閉会中の継続調査の件を議題とします。

議会運営委員会、いきいきふるさと常任委員会の各委員長から、お手元に配付しました

申出のとおり閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りします。本件については、各委員長申出のとおり決することにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

よって、各委員長から申出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定しました。

◎議案の文言整理について

〇議長（村山義明君） お諮りします。

このたびの定例会で議決された議案について、字句、数字その他整理を要するものにつ

いては、その整理を議長に委任されたいと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

〇議長（村山義明君） ご異議なしと認めます。

したがって、字句、数字その他の整理を要するものについては議長に委任することに決

定しました。
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◎閉会の宣告

〇議長（村山義明君） 本定例会の会議に付された事件は全て終了しました。

ここで本日の会議を閉じます。

令和３年第２回中頓別町議会定例会を閉会します。

（午後 ２時４２分）
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上記会議のてん末を記載し、その相違ないことを証するために

ここに署名する。
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